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2
0
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2
年
度

親
和
会
総
会
・
父
母
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
！

　ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
大
学
と
の
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
、今
年
も
親
和
会
と
の
共
催

に
よ
る
父
母
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　当
日
は
大
学
概
要
、成
績
及
び
就
職
に
関

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、日
ご
ろ
の
疑
問
点

や
悩
み
を
直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
個
別
懇

談
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
同
郷
の
ご
父
母
の
皆
さ
ま
同

士
の
つ
な
が
り
も
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

会場一覧

開催日

地　区

会　場

開始時刻

6/16（土） 6/24（日）7/15（日）

総会・
父母懇談会(本学) 沖縄会場浜松会場

　総　会　 ：10時
父母懇談会：11時 11時13時

岐阜経済大学
大垣市北方町5-50
☎0584-77-3511

ホテルＪＡＬシティ那覇
那覇市牧志１-３-７０
☎098-866-2580

アクトシティ浜松
浜松市中区板屋町111‐1
☎053-451-1111

　今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
岐
阜
経
済
大
学
の
す
べ
て
を
見
て
く
だ
さ
い
」で
す
。

　メ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、在
学
中
の
学
生
が
本
学
に
入
学
し
た
理
由・現
在
勉
強
し

て
い
る
こ
と・下
宿
生
活・ク
ラ
ブ
活
動・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
学
生
生
活
な
ど
在
学
生
の
目
か
ら

観
た
岐
阜
経
済
大
学
の
”い
ま“
を
説
明
す
る「
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」。高
校
の
授
業
と
は
違
う
大
学
の
授
業

を
体
験
し
て
で
き
る「
ゼ
ミ
体
験
」、情
報
施
設
や

体
育
館
・
図
書
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
学
習
環

境
を
見
学
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、マ
ン
ス
リ
ー
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

参
加
者
の
あ
ら
ゆ
る
疑
問
質
問
に
個
別
に
お
答
え

し
、見
た
い
と
こ
ろ
を
ご
案
内
し
ま
す
。大
学
選
び

の
一
歩
と
し
て
岐
阜
経
済
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
す
る
よ
う
後
輩
に
す
す
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●７月２９日(日)　●８月１９日(日)
●９月９日(日)　　●１０月７日(日)

大学祭オープンキャンパス
●１１月１７日(土)・１８日(日)

クリスマスオープンキャンパス
●１２月２２日(土)

マンスリーオープンキャンパス
●６月９日(土)　●１月１２日(土)　●２月９日(土)

スプリングオープンキャンパス
●３月２０日(祝・水)

スポーツオープンキャンパス
●３月　陸上競技記録会を実施する。
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本
学
で
は
１
年
次
の「
基
礎
演
習
」、２
年
次
以
上
の「
演
習

Ⅰ
〜
Ⅲ
」担
当
者
が
担
任
教
員
と
な
り
、履
修
指
導
や
出
席
状

況
の
把
握・勧
告
と
い
っ
た
教
学
面
だ
け
で
な
く
、学
生
生
活

全
般
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。入

学
後
、基
礎
演
習
担
当
教
員
は
す
べ
て
の
基
礎
ゼ
ミ
生
と
個

別
面
談
を
実
施
し
、大
学
生
活
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

大
学
で
も
担
任
制
？ 

　〜
基
礎
ゼ
ミ
生
と
の
面
談
実
施
〜

自
学
自
習
の
た
め
の
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス

　〜
全
基
礎
ゼ
ミ
で
の
実
施
〜

　
基
礎
ゼ
ミ
担
当
で
あ
る『
担
任
教
員
』は
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
で
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
し
ま
す
。ゼ
ミ
名
簿
を
作
っ
た

り
、ゼ
ミ
幹
事
を
選
出
し
た
り
、毎
年
実
施
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
通
じ
て
親
睦
を
は
か
る

「
５
月
祭
」や
大
学
祭
へ
の
基
礎
ゼ
ミ
単
位
で
の
参
加
を

奨
励
し
た
り
、ゼ
ミ
親
睦
会
や
ゼ
ミ
旅
行
な
ど
を
行
う
教

員
も
多
く
い
ま
す
。ま
た
、ゼ
ミ
の
教
員
は
履
修
の
仕
方

や
将
来
の
進
路
な
ど
、学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。学
生
生
活
の
な
か
で
、わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不

安
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
学
に
は
１
年
次
生
全
員
が
参
加
す
る
、新
入
生
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
行
事
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
行
事
は
学
部
別
に
行
わ
れ
、経
済
学
部
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン・エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン（
研
修
見
学
）、本
年
度
は
繊
維
機
械

と
自
動
車
技
術
の
進
歩
を
紹
介
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
問
し
、仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
日
本
の

産
業
技
術
史
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。経
営
学
部
は
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン・セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
代

表
の
武
田
和
久
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
今
ス
グ
や
る
気
が
起
き
る
！
お
も
し

ろ
簡
単
心
理
学
」。自
分
も
他
人
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
、人
の「
心
の
仕
組
み
」を
知
り
、学
生
生
活
に
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、学

生
生
活
改
善
を
目
的
と
し
、貴
重
な
学
生
の
生
の
声
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
た
び
た
び
問
題
と
な
る
の
が「
マ
ナ
ー

違
反
」で
す
。「
授
業
環
境
」の
項
目
で
は「
授
業
中
の
私
語
」や

「
授
業
途
中
の
入
室
」等
。真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
る
時
は
、

他
人
の
発
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
声
や
音
も
気
に
な
り
ま
す
。ま

た
今
春
か
ら
、指
定

喫
煙
場
所
を
全
廃

し
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
内

全
面
禁
煙
」と
し
て

い
ま
す
。本
学
で
は

「
授
業
心
得
」
や

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
全

面
禁
煙
」を
徹
底
し

て
、全
学
を
あ
げ
て

「
マ
ナ
ー
教
育
」に

取
り
組
み
ま
す
。

岐阜経済大学の

新入生サポート制度

▲その日に行うガイダンス予定を告知

▲キャンパス内全面禁煙活動に協力する学生たち

▲図書館ガイダンス

▲本を検索し、探しに書庫へ

4月になり、新入生も入学して新しい顔ぶれで賑わう岐阜経済大学のキャンパス。
岐阜経済大学では、この2012年度から経済学部に開設した「公共政策学科」をはじめ、
ますます充実する学習サポートとして、公務員、教員試験を見据えた対策講座である
PAC（program for advanced career ー総合対策プログラムー）を開始するなど、
新たなステージに踏み出しました。
一方、新入生のみなさんは、高校から大学へ大きく環境が変わり戸惑うことも少なく
ないと思います。
本学では入学式後、６月までの３ヵ月を「フレッシュマン・サポート強化月間」として、
新入生のみなさんが円滑に大学生活のスタートを切ることができるよう支援する
教職員の体制を整えています。その内容を一部ご紹介しましょう。

　
2
0
1
0
年
度
か
ら
実
施
し
、今
年
で

3
年
目
と
な
る
図
書
館〝
体
験
〞ガ
イ
ダ
ン

ス
。そ
れ
ま
で
は
、講
堂
な
ど
会
場
に
新
入

生
を
一
同
に
集
め
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、3
年
前
か
ら
、基
礎
ゼ
ミ
単

位
で
実
際
に
大
学
図
書
館
に
き
て
、本
の
借

り
方
、返
し
方
、ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
借
り
た
い

本
を
予
約
す
る
方
法
、ど
ん
な
本
、映
像
、

情
報
が
図
書
館
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
具

体
的
に
教
え
て
い
ま
す
。実
際
に
本
の
場
所

を
パ
ソ
コ
ン
検
索
し
て
、書
庫
か
ら
探
し
出

す
体
験
も
あ
り
、膨
大
な
数
の
本
が
細
か

く
分
類
さ
れ
た
書
庫
の
中
で
、意
中
の
本
を

発
見
し
て
喜
ぶ
新
入
生
も
。

体
験
学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
体
感

▲車椅子での段差体験

▲座ったままでバレーボール

　
例
え
ば
、樋
下
田
先
生
の
授
業「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ａ・Ｂ
」で
は
、障
が
い
を
持
つ
方
の

生
活
を
実
際
に
体
験
し
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
を

行
い
ま
し
た
。こ
の
科
目
は
、1
年
生
の
授

業
で
す
が
、自
主
的
に
２
〜
４
年
生
も
参

加
し
、車
椅
子
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

座
っ
た
ま
ま
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
行
う
卓
球
、車
椅
子
で
段
差
を

乗
り
越
え
る
体
験
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
動

き
を
体
験
し
ま
し
た
。体
験
を
す
る
こ
と

と
と
も
に
、先
輩
た
ち
や
、同
じ
学
年
の
仲

間
た
ち
と
楽
し
み
つ
つ
真
剣
に
取
り
組
む

学
生
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 大

学
の
仲
間
は

一
生
の
仲
間

い
ま
ど
き
非
喫
煙
は
常
識
。

マ
ナ
ー
も
教
え
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

▲アイマスクをして音で卓球
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本
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で
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年
次
の「
基
礎
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」、２
年
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の
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行
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に
行
わ
れ
る

よ
う
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し
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す
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当
で
あ
る『
担
任
教
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』は
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
で
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
し
ま
す
。ゼ
ミ
名
簿
を
作
っ
た

り
、ゼ
ミ
幹
事
を
選
出
し
た
り
、毎
年
実
施
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
通
じ
て
親
睦
を
は
か
る

「
５
月
祭
」や
大
学
祭
へ
の
基
礎
ゼ
ミ
単
位
で
の
参
加
を

奨
励
し
た
り
、ゼ
ミ
親
睦
会
や
ゼ
ミ
旅
行
な
ど
を
行
う
教

員
も
多
く
い
ま
す
。ま
た
、ゼ
ミ
の
教
員
は
履
修
の
仕
方

や
将
来
の
進
路
な
ど
、学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。学
生
生
活
の
な
か
で
、わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不

安
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
学
に
は
１
年
次
生
全
員
が
参
加
す
る
、新
入
生
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
行
事
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
行
事
は
学
部
別
に
行
わ
れ
、経
済
学
部
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン・エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン（
研
修
見
学
）、本
年
度
は
繊
維
機
械

と
自
動
車
技
術
の
進
歩
を
紹
介
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
問
し
、仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
日
本
の

産
業
技
術
史
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。経
営
学
部
は
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン・セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
代

表
の
武
田
和
久
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
今
ス
グ
や
る
気
が
起
き
る
！
お
も
し

ろ
簡
単
心
理
学
」。自
分
も
他
人
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
、人
の「
心
の
仕
組
み
」を
知
り
、学
生
生
活
に
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、学

生
生
活
改
善
を
目
的
と
し
、貴
重
な
学
生
の
生
の
声
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
た
び
た
び
問
題
と
な
る
の
が「
マ
ナ
ー

違
反
」で
す
。「
授
業
環
境
」の
項
目
で
は「
授
業
中
の
私
語
」や

「
授
業
途
中
の
入
室
」等
。真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
る
時
は
、

他
人
の
発
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
声
や
音
も
気
に
な
り
ま
す
。ま

た
今
春
か
ら
、指
定

喫
煙
場
所
を
全
廃

し
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
内

全
面
禁
煙
」と
し
て

い
ま
す
。本
学
で
は

「
授
業
心
得
」
や

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
全

面
禁
煙
」を
徹
底
し

て
、全
学
を
あ
げ
て

「
マ
ナ
ー
教
育
」に

取
り
組
み
ま
す
。

岐阜経済大学の

新入生サポート制度

▲その日に行うガイダンス予定を告知

▲キャンパス内全面禁煙活動に協力する学生たち

▲図書館ガイダンス

▲本を検索し、探しに書庫へ

4月になり、新入生も入学して新しい顔ぶれで賑わう岐阜経済大学のキャンパス。
岐阜経済大学では、この2012年度から経済学部に開設した「公共政策学科」をはじめ、
ますます充実する学習サポートとして、公務員、教員試験を見据えた対策講座である
PAC（program for advanced career ー総合対策プログラムー）を開始するなど、
新たなステージに踏み出しました。
一方、新入生のみなさんは、高校から大学へ大きく環境が変わり戸惑うことも少なく
ないと思います。
本学では入学式後、６月までの３ヵ月を「フレッシュマン・サポート強化月間」として、
新入生のみなさんが円滑に大学生活のスタートを切ることができるよう支援する
教職員の体制を整えています。その内容を一部ご紹介しましょう。

　
2
0
1
0
年
度
か
ら
実
施
し
、今
年
で

3
年
目
と
な
る
図
書
館〝
体
験
〞ガ
イ
ダ
ン

ス
。そ
れ
ま
で
は
、講
堂
な
ど
会
場
に
新
入

生
を
一
同
に
集
め
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、3
年
前
か
ら
、基
礎
ゼ
ミ
単

位
で
実
際
に
大
学
図
書
館
に
き
て
、本
の
借

り
方
、返
し
方
、ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
借
り
た
い

本
を
予
約
す
る
方
法
、ど
ん
な
本
、映
像
、

情
報
が
図
書
館
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
具

体
的
に
教
え
て
い
ま
す
。実
際
に
本
の
場
所

を
パ
ソ
コ
ン
検
索
し
て
、書
庫
か
ら
探
し
出

す
体
験
も
あ
り
、膨
大
な
数
の
本
が
細
か

く
分
類
さ
れ
た
書
庫
の
中
で
、意
中
の
本
を

発
見
し
て
喜
ぶ
新
入
生
も
。

体
験
学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
体
感

▲車椅子での段差体験

▲座ったままでバレーボール

　
例
え
ば
、樋
下
田
先
生
の
授
業「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ａ・Ｂ
」で
は
、障
が
い
を
持
つ
方
の

生
活
を
実
際
に
体
験
し
つ
つ
ス
ポ
ー
ツ
を

行
い
ま
し
た
。こ
の
科
目
は
、1
年
生
の
授

業
で
す
が
、自
主
的
に
２
〜
４
年
生
も
参

加
し
、車
椅
子
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

座
っ
た
ま
ま
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ア
イ
マ
ス

ク
を
し
て
行
う
卓
球
、車
椅
子
で
段
差
を

乗
り
越
え
る
体
験
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
動

き
を
体
験
し
ま
し
た
。体
験
を
す
る
こ
と

と
と
も
に
、先
輩
た
ち
や
、同
じ
学
年
の
仲

間
た
ち
と
楽
し
み
つ
つ
真
剣
に
取
り
組
む

学
生
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 大

学
の
仲
間
は

一
生
の
仲
間

い
ま
ど
き
非
喫
煙
は
常
識
。

マ
ナ
ー
も
教
え
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

▲アイマスクをして音で卓球
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岐阜経済大学の

●公務員試験対策講座517.5時間、教員試験対策講座337.5時間
●PAC支援室、PAC学習室完備で、勉学相談をサポート
●課外講座は2年生まで無料

教員採用試験対策　教員免許状一種 地方公務員 国家公務員

※教職希望者は全員、登録が必要です。

●中学校（社会、保健体育）
●高等学校（地理歴史、公民、商業、情報、福祉、保健体育）

●市役所職員　
●都道府県職員
●警察官
●消防士
●福祉（社会福祉士有資格） 等

●国家総合職
●国家一般職
●国税専門官
●財務専門官
●労働基準監督官等

【注意】1年次～2年次に6科目の合格が必須

教員コース 公務員コース

★は課外の講座

●教育学　●哲学　　●倫理学
●宗教学　●心理学

教職関連教養科目（共通）
●基礎国語　●基礎数学
●基礎理科　●基礎英語

基礎講座（課外）★

●文章表現法　●歴史学Ａ，Ｂ　●地理学Ａ，Ｂ　●生物学　●数学Ⅰ，Ⅱ　●日本国憲法 

基礎教育科目（共通）

●政治学　　 ●法学　　●社会学
●民法Ⅰ,Ⅱ　●経済学

公務員関連教養科目（共通）

●教職総論　●教育原理
教職課程科目

●社会　●地理歴史　●公民
●商業　●福祉　　　●保健体育　
●情報

教職専門関連科目

教職専門関連科目

●教養英語Ⅰ,Ⅱ
●教養国語Ⅰ,Ⅱ

教養講座（課外）★

●社会　●地理歴史　●公民　●商業　
●福祉　●保健体育　●情報

教職対策講座Ⅰ（課外）★
●教育法規Ⅰ　●教育心理学Ⅰ　●教育原理Ⅰ　
●教育史Ⅰ　　●教育時事Ⅰ   　●教職教養Ⅰ

教職課程科目
●教職総合演習、他

公務員基礎講座
●公務員基礎講座Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ　
●教養講座論文・専門記述

公務員対策講座Ⅰ（課外）★
●憲法Ⅰ　　●民法Ⅰ　　●行政法Ⅰ　
●政治学Ⅰ　●行政学Ⅰ　●経済学Ⅰ

公務員科目
●公務員研究特論Ⅰ, Ⅱ

●教養講座数学　●教養講座社会学Ⅰ（地・歴），Ⅱ（政・公）　●教養講座自然科学（理科） 

教養基礎講座（共通）

●行政学　　　　　●行政法Ⅰ,Ⅱ
●労働法　　　　　●経済原論
●マクロ経済学　　●財政学
●ミクロ経済学
●経済政策

公務員関連科目

●教職課程論、他

教職課程科目

教職対策講座Ⅱ（課外直前対策）★ 公務員対策講座Ⅱ（警察・消防）,
Ⅲ（行政職）（課外直前対策）★

公務員教 員

1年

2年

3年

4年

3年

4年

PACの特徴

新入生サポート制度
　
今
春
開
設
し
た
公
共
政
策
学
科
で
は
、協
働
と
共
生

の
地
域
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
指
導
的
役
割
を
果
た

す
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、公
務

員
や
社
会
福
祉
士
を
目
指
す
学
生
の
た
め
、ま
た
、保
健

体
育
や
商
業
、公
民
な
ど
従
来
か
ら「
教
職
」を
目
指
す

多
く
の
学
生
の
た
め
に
、「
公
務
員・教
職
」の
学
習
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

ま
し
た
。公
務
員
試
験
対
策
5
1
7
．5
時
間
、教
員
試

験
対
策
3
3
7
．5
時
間
の
講
座
が
受
け
ら
れ
、基
礎
か

ら
専
門
試
験
へ
の
学
習
が
可
能
で
す
。8
号
館
3
階
に
Ｐ

Ａ
Ｃ
学
習
室
が
あ
り
、朝
９
時
か
ら
２
１
時
ま
で
い
つ
で

も
学
習
が
可
能
で
す
。向
か
い
側
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
支
援
室
で

は
、専
属
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
の
で
気
軽
に
相

談
が
で
き
、ま
た
専
属
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
も
い

ま
す
。今
年
の
受
講
申
込
は
1
2
4
名
。さ
あ
、あ
な
た

の
挑
戦
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。（
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
は

2
0
1
2
年
度

以
降
の
入
学
生

を
対
象
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
て
い
ま
す
が

２
年
次
の
学
生

も
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で

P
A
C
支
援
室

で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。）

公
務
員
・
教
員
を
目
指
す

学
生
へ
心
強
い
サ
ポ
ー
ト

〜
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
フ
ォ
ー
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）が
始
動
〜

総合対策プログラム

８号館３階気軽に訪ねよう ＰＡＣ支援室

自分だけの空間でしっかり集中　ＰＡＣ学習室
▲右：藤墳敬子先生（月・火・水）数学担当
　左：早野文子さん　ＰＡＣ事務担当

▲基礎講座の授業も開始。  英語講座の様子。

本学の学生であれば誰でも利用することができます。支援室には
専属のスタッフが在室しており皆さんからの相談を受けています。

　【PAC支援室開室時間】 9：00～13：00　14：00～17：00

　【PAC学習室開室時間】 9：00～21：00

※平日の場合。学内行事等により
　予定が変わることがあります。 気軽に訪ねて

きてください！！

PACの系統図

201
2年度から

201
3年度から

201
4年度から

201
5年度から

　
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、中
学
校
や
高
等
学
校
の
保
健
体
育
教
師

を
目
指
す
学
生
が
、小
学
校
･
中
学
校
に
出
向
き
、保
健
体
育
授
業
の
補

助
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、中
学
校
、高
等
学

校
に
出
向
き
、課
外
体
育（
主
に
運
動
部
活
動
）の
補
助
活
動
を
行
う
も
の

で
す
。

　
本
学
所
定
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
行
う
と
単
位
認
定（
2
単
位
）し
ま

す
。教
育
現
場
の
雰
囲
気
や
子
ど
も
の
実
態
、授
業
方
法
の
修
得
、な
ら
び

に
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画・運
営
を
す
る
際
に

役
立
つ
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
、教
職
に
関
す
る
科
目
、

と
り
わ
け「
特
別
活
動
の
研
究
」で
学
ぶ
内
容
を
教
育
現
場
に
お
い
て
、実

践
的
に
確
認
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
度
は
、体
育
授
業
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
13
校（
中
学
校
3
校
、小
学
校
10

校
）に
13
名
が
、課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は

中
学
校
4
校
に
、10
名
が
参
加
し
、ひ
と
り
ひ

と
り
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
授
業
・
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

〇
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー・課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

体
育
教
員
に
な
り
た
い
キ
ミ
は
こ
ち
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
！

　　　　　  2011年度サポーターメンバー
　　　　　　　＜体育授業サポーター＞
　　いずれもスポーツ経営学科所属（学年は現在のもの）
今井　雄司さん（赤坂小学校） 3年　津商業高校出身
上床　祐輔さん（綾里小学校） 3年　近畿大学附属高校出身
楠　　直也さん（多良小学校） 3年　伊勢高校出身
阪田　太志さん（青墓小学校） 3年　和歌山工業高校出身
鈴木　咲子さん（小野小学校） 3年　東海大学附属翔洋高校出身
西田　有輝さん（北中学校） 3年　履正社高校出身
信里英梨香さん（南小学校） 3年　坂出高校出身
松尾　　歩さん（新里小学校） 3年　田名部高校出身
松田　小巻さん（東小学校） 3年　加悦谷高校出身
山本　大貴さん（東中学校） 3年　岡崎城西高校出身
吉川　　類さん（墨俣小学校） 3年　若狭高校出身
若原　洸平さん（南中学校） 3年　岐南工業高校出身
渡辺　慈済さん（宇留生小学校） 3年　八百津高校出身
　　　　　　　＜課外体育サポーター＞
　　いずれもスポーツ経営学科（学年は現在のもの）
青木　　準さん（東中学校） 4年　皇學館高校出身
小野田真也さん（北中学校） 4年　宇治山田商業高校出身
佐藤　貴紀さん（南中学校） 4年　赤穂高校出身
清水　政治さん（南中学校） 4年　三瓶高校出身
高木　優輔さん（南中学校） 4年　塩尻志学館高校出身
髙橋謙太朗さん（東中学校） 2012年3月卒 (奈良県教員)添上高校出身
畠山　晶利さん（南中学校） 4年　久御山高校出身
宮﨑　敏光さん（北中学校） 4年　三好高校出身
毛利　彰吾さん（南中学校） 4年　四日市四郷高校出身
米村　和也さん（星和中学校） 4年　岐南工業高校出身

21科目
345回の授業

14科目
225回の授業
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岐阜経済大学の

●公務員試験対策講座517.5時間、教員試験対策講座337.5時間
●PAC支援室、PAC学習室完備で、勉学相談をサポート
●課外講座は2年生まで無料

教員採用試験対策　教員免許状一種 地方公務員 国家公務員

※教職希望者は全員、登録が必要です。

●中学校（社会、保健体育）
●高等学校（地理歴史、公民、商業、情報、福祉、保健体育）

●市役所職員　
●都道府県職員
●警察官
●消防士
●福祉（社会福祉士有資格） 等

●国家総合職
●国家一般職
●国税専門官
●財務専門官
●労働基準監督官等

【注意】1年次～2年次に6科目の合格が必須

教員コース 公務員コース

★は課外の講座

●教育学　●哲学　　●倫理学
●宗教学　●心理学

教職関連教養科目（共通）
●基礎国語　●基礎数学
●基礎理科　●基礎英語

基礎講座（課外）★

●文章表現法　●歴史学Ａ，Ｂ　●地理学Ａ，Ｂ　●生物学　●数学Ⅰ，Ⅱ　●日本国憲法 

基礎教育科目（共通）

●政治学　　 ●法学　　●社会学
●民法Ⅰ,Ⅱ　●経済学

公務員関連教養科目（共通）

●教職総論　●教育原理
教職課程科目

●社会　●地理歴史　●公民
●商業　●福祉　　　●保健体育　
●情報

教職専門関連科目

教職専門関連科目

●教養英語Ⅰ,Ⅱ
●教養国語Ⅰ,Ⅱ

教養講座（課外）★

●社会　●地理歴史　●公民　●商業　
●福祉　●保健体育　●情報

教職対策講座Ⅰ（課外）★
●教育法規Ⅰ　●教育心理学Ⅰ　●教育原理Ⅰ　
●教育史Ⅰ　　●教育時事Ⅰ   　●教職教養Ⅰ

教職課程科目
●教職総合演習、他

公務員基礎講座
●公務員基礎講座Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ　
●教養講座論文・専門記述

公務員対策講座Ⅰ（課外）★
●憲法Ⅰ　　●民法Ⅰ　　●行政法Ⅰ　
●政治学Ⅰ　●行政学Ⅰ　●経済学Ⅰ

公務員科目
●公務員研究特論Ⅰ, Ⅱ

●教養講座数学　●教養講座社会学Ⅰ（地・歴），Ⅱ（政・公）　●教養講座自然科学（理科） 

教養基礎講座（共通）

●行政学　　　　　●行政法Ⅰ,Ⅱ
●労働法　　　　　●経済原論
●マクロ経済学　　●財政学
●ミクロ経済学
●経済政策

公務員関連科目

●教職課程論、他

教職課程科目

教職対策講座Ⅱ（課外直前対策）★ 公務員対策講座Ⅱ（警察・消防）,
Ⅲ（行政職）（課外直前対策）★

公務員教 員

1年

2年

3年

4年

3年

4年

PACの特徴
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総合対策プログラム

８号館３階気軽に訪ねよう ＰＡＣ支援室

自分だけの空間でしっかり集中　ＰＡＣ学習室
▲右：藤墳敬子先生（月・火・水）数学担当
　左：早野文子さん　ＰＡＣ事務担当

▲基礎講座の授業も開始。  英語講座の様子。

本学の学生であれば誰でも利用することができます。支援室には
専属のスタッフが在室しており皆さんからの相談を受けています。

　【PAC支援室開室時間】 9：00～13：00　14：00～17：00

　【PAC学習室開室時間】 9：00～21：00

※平日の場合。学内行事等により
　予定が変わることがあります。 気軽に訪ねて

きてください！！

PACの系統図
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　　　　　  2011年度サポーターメンバー
　　　　　　　＜体育授業サポーター＞
　　いずれもスポーツ経営学科所属（学年は現在のもの）
今井　雄司さん（赤坂小学校） 3年　津商業高校出身
上床　祐輔さん（綾里小学校） 3年　近畿大学附属高校出身
楠　　直也さん（多良小学校） 3年　伊勢高校出身
阪田　太志さん（青墓小学校） 3年　和歌山工業高校出身
鈴木　咲子さん（小野小学校） 3年　東海大学附属翔洋高校出身
西田　有輝さん（北中学校） 3年　履正社高校出身
信里英梨香さん（南小学校） 3年　坂出高校出身
松尾　　歩さん（新里小学校） 3年　田名部高校出身
松田　小巻さん（東小学校） 3年　加悦谷高校出身
山本　大貴さん（東中学校） 3年　岡崎城西高校出身
吉川　　類さん（墨俣小学校） 3年　若狭高校出身
若原　洸平さん（南中学校） 3年　岐南工業高校出身
渡辺　慈済さん（宇留生小学校） 3年　八百津高校出身
　　　　　　　＜課外体育サポーター＞
　　いずれもスポーツ経営学科（学年は現在のもの）
青木　　準さん（東中学校） 4年　皇學館高校出身
小野田真也さん（北中学校） 4年　宇治山田商業高校出身
佐藤　貴紀さん（南中学校） 4年　赤穂高校出身
清水　政治さん（南中学校） 4年　三瓶高校出身
高木　優輔さん（南中学校） 4年　塩尻志学館高校出身
髙橋謙太朗さん（東中学校） 2012年3月卒 (奈良県教員)添上高校出身
畠山　晶利さん（南中学校） 4年　久御山高校出身
宮﨑　敏光さん（北中学校） 4年　三好高校出身
毛利　彰吾さん（南中学校） 4年　四日市四郷高校出身
米村　和也さん（星和中学校） 4年　岐南工業高校出身

21科目
345回の授業

14科目
225回の授業
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岡田 達弥さん　経済学科３年（広島新庄高校出身）

外国人留学生紹介

カク ジョセリン アカ さん

新しい世界を知ることができました

ドイツで学んだこと『人と分かり合える喜び』

英語 ーハワイ大学マノア校ー

情報メディア学科１年
（コートジボワール共和国出身）

ジョセリンさんはとても
日本語が上手です。

気軽に「ジョセリン」と声をかけて
友達になってね。

　私は今回ハワイ大学マノア校主催のNICE
プランに参加してきました。授業は３週間の
プランで平日の１２時３０分から１６時３０分
まで行われていました。授業内容も、質問も
英語のみで行われました。
　授業で特徴的だったのは、インターチェン
ジという、現地の学生との１時間の会話でし
た。現地の学生と直接会話が出来るチャン
スで、同じ世代の大学生と意見や考えを交換
することが出来ました。インターチェンジの
中で驚いたことは現地学生の意識の高さで
す。例えば同じ２０歳でも１３カ国に旅をし、
７カ国語をしゃべれるという国際意識の高
い学生がいました。日本の文化の話をする
と、「日本にもぜひ行ってみたい！日本のこと
をもっと教えてほしい」と常に学ぼうとする
姿勢が伝わりとても刺激を受けました。
　ハワイの伝統的な文化にも触れることが
出来ました。このプランのアクティビティと呼
ばれるオプションで、LUAUというハワイの
伝統芸能を鑑賞しながら食事をするというイ

ベントに参加しました。ハワイの文化はとて
も歴史があり、踊りの動作の一つひとつに
歴史的な意味が込められているということ
が分かりました。ハワイの人たちはとても陽
気で、いつもニコニコしています。笑顔が移
るという表現がぴったりで、現地の人が笑え
ばこっちまで自然に笑顔になっていました。
　この語学研修では、言語の上達はもちろ
んですが、自分の意識の変化にも気づくこと
ができました。これまであまり海外に対する
意識はなく、言葉が通じて習慣が同じ環境
で過ごす方が良いに決まっていると思ってい
ました。しかし今回の研修を通して異文化に
触れ、まだまだ自分には知らない世界がある
と実感できました。同時にもっともっと知ら
ない世界を学んでみたいと思いました。外の
世界に踏み出すことは勇気が必要ですが、そ
の分自分の身になるものを吸収できます。一
歩踏み出す勇気の大切さを学ぶことがで
き、充実した研修になりました。

越本 裕貴さん　経済学科３年（富山東高校出身）

ドイツ語 ーEFカレッジのミュンヘン校ー

　私がドイツへの語学研修に参加した理由
は、2つあります。1つ目は、もともとクラシッ
ク音楽に興味があり、大学で第2言語として
ドイツ語を選択していたからです。音楽にゆ
かりのあるドイツがどのような国なのか、1度
自分の目で見てみたいと思っていました。そ
して2つ目は現地の学校で語学を学ぶだけ
ではなく、ホームステイも体験できるプログ
ラムだったからです。ホームステイをすれば、
ドイツの文化や生活をより知ることができ、
語学を学ぶ場、また語学を活かす場が増える
という利点があると考えていました。
　現地に着いて最初は、慣れない生活と言葉
の壁でホームシックが続きましたが、少しず
つ毎日を楽しめるようになっていきました。
夕食は毎晩ホストマザーの手料理で、これが

本当においしかったです。ドイツの家庭料理
は日本ではあまり見慣れないものでしたが、
味付けに親しみがもててバリエーションにも
富んでいて最高でした。私はホストマザーと
夕食を食べながら今日の出来事や学校で学
んだことを、自分の話せる範囲で一生懸命伝
えました。そんな時、ホストマザーはたどたど
しいドイツ語での私の話をいつも「聞こう」と
してくれていました。話す側の努力だけでは
なく聞く側もお互いに歩み寄ることで、会話
は成立しているのだと実感しました。これは
普段日本語があたりまえに通じる日本では
感じることのなかった気持ちでした。
　私は語学研修を終えて、語学を学ぶのはこ
んなにも楽しいことだったのかと心の底から
感じています。人と分かりあえるというのは、
こんなにも嬉しいことなのかと普段はあまり
気づくことのない体験をすることができまし
た。そして、分かりあえる人が日本人以外にも
増えていくことはとても嬉しく、大切な出会
いのきっかけになると思います。また、現地

でその国の言葉を学ぶということは、さまざ
まな情報からその国を知るのではなく自分
自身の目線でその国のことを理解していける
ことだと感じました。

河野 栞里さん　スポーツ経営学科３年（岐阜農林高校出身）

皆の助けがあって叶った研修
英語 ーハワイ大学マノア校ー

海外語学研修レポート

  コートジボワール共和国ってどんなところ？
　私が住んでいたのは、アビジャという町で、日本でいうと大阪の
ような雰囲気。にぎやかなところでした。

  日本にきて一番驚いたことは何？
　日本人の親切さには驚きました。迷ってるとすぐに声をかけてく
れて、道を教えてくれたりしたから。母国ではお金を払わないと教
えてもらえない。あと、コートジボワールでは、知り合いに会った
時、「太ったね」というと、その人は幸せで何も悩みがないことを意
味して喜ばれ、逆に「痩せたね」というと、深刻な悩みで落ちこんで
る不幸なことをさすのですが、日本にきて友達に「太ったね」と声
をかけたら、彼女はすごく怒ったので、文化の違いに驚きました。

  岐阜経済大学でチャレンジしたいことは？
　「ひらがな」はわかるけれど、たくさんの漢字は苦手。経済など
の勉強をしたいけれど、まだまだ専門用語は難しいので頑張り
たい。

この春、アフリカのコートジボワール共和国出身のジョセリンさんが
本学に入学しました。
２年間神戸の日本語学校で学んだ後、留学生入試を受験して入学。
ジョセリンさんにいろいろと質問してみました。

アフリカから初！

　私は夏休みの３週間を使い、ハワイ大学
の短期プログラムに参加してきました。今回
参加を決めた理由は、以前カナダ留学に行っ
た私の妹から現地で学ぶことの良さを聞き、
私も生の英語を学びたいと思ったのがきっか
けです。
留学先のハワイ大学では、授業はもちろんで
すが休み時間も全て英語で話し、日本語で
話すことが禁じられ、初めはとても苦痛に感
じる時もありましたが、いつの間にか英語
で話すのが普通となり、そこから笑いも生ま
れました。その中で私は、上手く伝わらない
ことも多々あり、「もっと自分の気持ちを相
手に伝わるように話したい！」と強く思い、
英語を学びたいという意欲がさらに高まりま
した。

　私はハワイに行き、外国人（アジア人であ
り日本人）であることを日々感じ、街で国籍
や出身地を聞かれたり、私の中の日本人な
らではの感覚を感じたりしました。現地の
方々は本当にポジティブ思考で、「Yes」・
「No」がはっきりとしていて一人ひとり価値観
をしっかりと持っています。ですから、優柔
不断な私が迷っていると、不思議そうな顔を
しました。「自分が今どうしたいのか」それ
が大切なことだと思いました。他の人からど
う思われているとかはあまり関係ありませ
ん。文化や習慣の違いもあると思いますが、
とても面白く感じました。私は、ハワイで現
地の方から学ぶ事が沢山ありました。肌の
色や、言葉、文化、習慣の違いがあり、一
人ひとりオリジナリティがあり、その個性は

とてもスペシャルなことだと改めて感じまし
た。私は現地で英語を学ぶ事ができ本当に
嬉しく、楽しく、そして言葉で伝えきること
の出来ない感動の毎日でした。英語で何を
言っているかわからないとき、表情や言葉で
はなく他の情報からキャッチしようとしまし
た。耳だけではなく、沢山のアンテナをはり
学んでいくのだと思いまいた。
　この語学研修を通して、語学力は確実に
アップし、今までよりもさらに英語が好きに
なりました。そして、語学力だけではなく人
生においても視野が広がり大きな収穫とな
り、これからの励みになりました。又、ハワ
イの素晴らしさも沢山ありましたが、日本の
素晴らしさをハワイへ行き、改めて感じたこ
とも多くありました。日本人として誇りを持
ちこれからの人生に生かしたいと思います。
　最後に、今日本は、震災などがあり良い
状況ではない中、このような語学研修に参
加でき、幸せなことだと思います。そして、
この語学研修は大学の援助をはじめ、家族、
友達の支えと助けがあったからこそ無事終え
ることができました。皆様に心から感謝した
いです。
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岡田 達弥さん　経済学科３年（広島新庄高校出身）

外国人留学生紹介

カク ジョセリン アカ さん

新しい世界を知ることができました

ドイツで学んだこと『人と分かり合える喜び』

英語 ーハワイ大学マノア校ー

情報メディア学科１年
（コートジボワール共和国出身）

ジョセリンさんはとても
日本語が上手です。

気軽に「ジョセリン」と声をかけて
友達になってね。

　私は今回ハワイ大学マノア校主催のNICE
プランに参加してきました。授業は３週間の
プランで平日の１２時３０分から１６時３０分
まで行われていました。授業内容も、質問も
英語のみで行われました。
　授業で特徴的だったのは、インターチェン
ジという、現地の学生との１時間の会話でし
た。現地の学生と直接会話が出来るチャン
スで、同じ世代の大学生と意見や考えを交換
することが出来ました。インターチェンジの
中で驚いたことは現地学生の意識の高さで
す。例えば同じ２０歳でも１３カ国に旅をし、
７カ国語をしゃべれるという国際意識の高
い学生がいました。日本の文化の話をする
と、「日本にもぜひ行ってみたい！日本のこと
をもっと教えてほしい」と常に学ぼうとする
姿勢が伝わりとても刺激を受けました。
　ハワイの伝統的な文化にも触れることが
出来ました。このプランのアクティビティと呼
ばれるオプションで、LUAUというハワイの
伝統芸能を鑑賞しながら食事をするというイ

ベントに参加しました。ハワイの文化はとて
も歴史があり、踊りの動作の一つひとつに
歴史的な意味が込められているということ
が分かりました。ハワイの人たちはとても陽
気で、いつもニコニコしています。笑顔が移
るという表現がぴったりで、現地の人が笑え
ばこっちまで自然に笑顔になっていました。
　この語学研修では、言語の上達はもちろ
んですが、自分の意識の変化にも気づくこと
ができました。これまであまり海外に対する
意識はなく、言葉が通じて習慣が同じ環境
で過ごす方が良いに決まっていると思ってい
ました。しかし今回の研修を通して異文化に
触れ、まだまだ自分には知らない世界がある
と実感できました。同時にもっともっと知ら
ない世界を学んでみたいと思いました。外の
世界に踏み出すことは勇気が必要ですが、そ
の分自分の身になるものを吸収できます。一
歩踏み出す勇気の大切さを学ぶことがで
き、充実した研修になりました。

越本 裕貴さん　経済学科３年（富山東高校出身）

ドイツ語 ーEFカレッジのミュンヘン校ー

　私がドイツへの語学研修に参加した理由
は、2つあります。1つ目は、もともとクラシッ
ク音楽に興味があり、大学で第2言語として
ドイツ語を選択していたからです。音楽にゆ
かりのあるドイツがどのような国なのか、1度
自分の目で見てみたいと思っていました。そ
して2つ目は現地の学校で語学を学ぶだけ
ではなく、ホームステイも体験できるプログ
ラムだったからです。ホームステイをすれば、
ドイツの文化や生活をより知ることができ、
語学を学ぶ場、また語学を活かす場が増える
という利点があると考えていました。
　現地に着いて最初は、慣れない生活と言葉
の壁でホームシックが続きましたが、少しず
つ毎日を楽しめるようになっていきました。
夕食は毎晩ホストマザーの手料理で、これが

本当においしかったです。ドイツの家庭料理
は日本ではあまり見慣れないものでしたが、
味付けに親しみがもててバリエーションにも
富んでいて最高でした。私はホストマザーと
夕食を食べながら今日の出来事や学校で学
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してくれていました。話す側の努力だけでは
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は成立しているのだと実感しました。これは
普段日本語があたりまえに通じる日本では
感じることのなかった気持ちでした。
　私は語学研修を終えて、語学を学ぶのはこ
んなにも楽しいことだったのかと心の底から
感じています。人と分かりあえるというのは、
こんなにも嬉しいことなのかと普段はあまり
気づくことのない体験をすることができまし
た。そして、分かりあえる人が日本人以外にも
増えていくことはとても嬉しく、大切な出会
いのきっかけになると思います。また、現地

でその国の言葉を学ぶということは、さまざ
まな情報からその国を知るのではなく自分
自身の目線でその国のことを理解していける
ことだと感じました。

河野 栞里さん　スポーツ経営学科３年（岐阜農林高校出身）

皆の助けがあって叶った研修
英語 ーハワイ大学マノア校ー

海外語学研修レポート

  コートジボワール共和国ってどんなところ？
　私が住んでいたのは、アビジャという町で、日本でいうと大阪の
ような雰囲気。にぎやかなところでした。

  日本にきて一番驚いたことは何？
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えてもらえない。あと、コートジボワールでは、知り合いに会った
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この春、アフリカのコートジボワール共和国出身のジョセリンさんが
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２年間神戸の日本語学校で学んだ後、留学生入試を受験して入学。
ジョセリンさんにいろいろと質問してみました。

アフリカから初！

　私は夏休みの３週間を使い、ハワイ大学
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した。

　私はハワイに行き、外国人（アジア人であ
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方々は本当にポジティブ思考で、「Yes」・
「No」がはっきりとしていて一人ひとり価値観
をしっかりと持っています。ですから、優柔
不断な私が迷っていると、不思議そうな顔を
しました。「自分が今どうしたいのか」それ
が大切なことだと思いました。他の人からど
う思われているとかはあまり関係ありませ
ん。文化や習慣の違いもあると思いますが、
とても面白く感じました。私は、ハワイで現
地の方から学ぶ事が沢山ありました。肌の
色や、言葉、文化、習慣の違いがあり、一
人ひとりオリジナリティがあり、その個性は

とてもスペシャルなことだと改めて感じまし
た。私は現地で英語を学ぶ事ができ本当に
嬉しく、楽しく、そして言葉で伝えきること
の出来ない感動の毎日でした。英語で何を
言っているかわからないとき、表情や言葉で
はなく他の情報からキャッチしようとしまし
た。耳だけではなく、沢山のアンテナをはり
学んでいくのだと思いまいた。
　この語学研修を通して、語学力は確実に
アップし、今までよりもさらに英語が好きに
なりました。そして、語学力だけではなく人
生においても視野が広がり大きな収穫とな
り、これからの励みになりました。又、ハワ
イの素晴らしさも沢山ありましたが、日本の
素晴らしさをハワイへ行き、改めて感じたこ
とも多くありました。日本人として誇りを持
ちこれからの人生に生かしたいと思います。
　最後に、今日本は、震災などがあり良い
状況ではない中、このような語学研修に参
加でき、幸せなことだと思います。そして、
この語学研修は大学の援助をはじめ、家族、
友達の支えと助けがあったからこそ無事終え
ることができました。皆様に心から感謝した
いです。
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硬式野球部陸上競技部

▲甲子園出場時

　今年スポーツ経営学科に入学した期待の内野手。岐
阜経済大学へは「知人の紹介や指導者の勧めがありま
したが、高校の先輩も活躍していたことや、高校2年秋
の東海大会（三重県開催）が雨天順延となり、岐阜経済
大学のグラウンドを使わせてもらい、翌日の試合に勝利
して選抜大会を確定できた思い出の大学でもありまし
た。」とのこと。甲子園大会は、二回戦で敗れたものの、
憧れの大舞台、大観衆の中でプレーができたこと、何本
かヒットを打てたこと、苦楽をともにした仲間と素晴らし
い経験ができたと語りました。「大学生活はやはり野球
にかけるウェートが高く、神宮大会へ出場したいです。
それと同時に資格取得にも挑戦し、大学で学ぶ４年間
を充実したものにしたいです。」

田島 秀治さんを紹介します。
（スポーツ経営学科１年　静清高等学校出身）

●男子4×100R　１位　〈記 録〉 40秒99
　西村 尚芳
　（情報メディア学科3年　福知山成美高校出身）

　増田　 貴
　（スポーツ経営学科2年　島田樟誠高校出身）

　東 　魅輝
　（スポーツ経営学科1年　伊勢工業高校出身）

　加藤 慎也
　（スポーツ経営学科1年　桑名工業高校出身）

●男子4×400R　2位　〈記 録〉 3分09秒46
　東　 魅輝
　（スポーツ経営学科1年　伊勢工業高校出身）

　田中 翔也
　（スポーツ経営学科3年　飾磨工業高校出身）

　市野 泰地
　（スポーツ経営学科2年　津商業高校出身）

　高橋 拓也
　（スポーツ経営学科2年　岐南工業高校出身）

●男子100m　2位　〈記 録〉 10秒73
　増田　 貴　（再掲）

●男子200m　2位　〈記 録〉 21秒59
　東 　魅輝　（再掲）

●男子400m　2位　〈記 録〉 47秒98
　田中 翔也　（再掲）

●男子800m　2位　〈記 録〉 1分51秒63
　市野 泰地　（再掲）

●男子円盤投　2位　〈記 録〉 43m03
　山田 晃広
　（経済学科2年　市立岐阜商業高校出身）

●男子1500m　3位　〈記 録〉 4分08秒13
　金城 侑輝
　（スポーツ経営学科4年　興南高校出身）

●男子110mH　3位　〈記 録〉 14秒71

　霜鳥 広貴
　（スポーツ経営学科3年　長岡商業高校出身）

●男子砲丸投　3位　〈記 録〉 13m61
　渡邉 知将
　（スポーツ経営学科1年　市立岐阜商業高校出身）

●男子ハンマー投　3位　〈記 録〉 51m51
　濱井 佑斗
　（スポーツ経営学科3年　久居農林高校出身）

●女子円盤投　3位　〈記 録〉 40m37
　杉ノ下 葵
　（情報メディア学科2年　県立岐阜商業高校出身）
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と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
指
導
者
と
し
て

も
、東
亜
大
学
を
全
国

大
学
女
子
駅
伝
出
場

に
導
く
な
ど
多
く
の

実
績
を
残
さ
れ
て
お

り
、本
学
の
み
な
ら
ず

岐
阜
県
の
長
距
離
走

競
技
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

岐
阜
経
済
大
学
ボ
ー
ト
部
監
督

　堀
内
俊
介
コ
メ
ン
ト

　
創
部
12
年
目
で
初
め
て
女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
を
編
成
し
臨
ん
だ
こ
の

大
会
、決
勝
で
は
早
稲
田
大
学
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
と
び
出
し
、そ
れ
を
一

艇
身
遅
れ
て
、明
治
大
学
、岐
阜
経
済
大
学
、富
山
国
際
大
学
の
3
艇

が
横
一
線
で
追
い
か
け
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
ま
で
も

つ
れ
こ
み
3
艇
が
0.

3
秒
の
間
に
飛
び
込
ん
だ
白
熱
の
2
位
争
い
を

制
し
た
の
は
岐
阜
経
済
大
学
で
し
た
。チ
ー
ム
史
上
初
の
女
子
種
目
で

の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
、8
月
に
行

わ
れ
る
全
日
本
大
学
選
手
権
に
向
け

て
、良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、東
海
大
学
リ
ー
グ
1
部
昇
格
と
い
う
結
果
を
出
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、悔
し
い
思
い
を
沢
山
し
て
き
ま
し

た
が
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
も
驕
る
こ
と
な
く
、一
歩
ず
つ
前
進
で
き
る

よ
う
チ
ー
ム一
同
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

ボート部女子ソフトボール部

　
東
海
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、男
子
総
合
2
位
、女
子
総
合
5
位

と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
、東
海
地
区
で
大

き
な
存
在
感
を
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

4
×
1
0
0
m
R
で
4
年
ぶ
り
3
回
目
の
優

勝
を
し
た
ほ
か
、
11
種
目
で
入
賞
し
ま
し
た
。

男
子
8
0
0
m
・
4
×
1
0
0
m
R
・

4
×
4
0
0
m
R
で
は
9
月
に
国
立
競
技
場

に
て
行
わ
れ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
出
場
権
、

男
子
4
×
4
0
0
m
R
で
は
10
月
に
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
に
て
行
わ
れ
る
日
本
選
手
権
リ
レ
ー

の
出
場
権
を
獲
得
し
、全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上田和宏氏、硬式野球部
のコーチとして就任。

2012岐阜県リーグ
春季大会優勝

東海学生陸上競技対校選手権大会
1種目優勝、11種目入賞

開学以来初  サッカー部全国大会出場

揖斐祐治氏、長距離・駅伝選手
の指導者として就任。

ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ
第34回全日本軽量級
選手権大会

東海大学リーグ1部
に昇格

▲箱根駅伝（2002年7区）

東海大学春季リーグ戦
●4/29 静岡大学　　 0-12 岐阜経済大学（4回コールド）
●5/4 常葉学園大学 1-9　岐阜経済大学（5回コールド）
●5/5 中京学院大学 2-9　岐阜経済大学（5回コールド）
●入れ替え戦
　至学館大学　2-3×　岐阜経済大学（7回サヨナラ）

1位
2位
3位
4位

早稲田大学
岐阜経済大学
富山国際大学
明治大学

岐阜経済大学メンバー岐阜経済大学メンバー

女子舵手なしクォドルプル
7分08秒50
7分14秒02
7分14秒04
7分14秒36

岐阜経済大学VS岐阜聖徳学園大学  2勝0負　

岐阜経済大学VS朝日大学  2勝0負

岐阜経済大学VS中部学院大学  2勝0負

岐阜経済大学VS岐阜大学  2勝0負

岐阜経済大学VS中京学院大学  1勝2負

2―1 ○

8―6 ○

2―1 ○

8―1 ○

2―6 ●

  3―2 ○

10―5 ○

  3―0 ○

  2―1 ○

  2―1 ○ 2―4 ●

サッカー部

先 発

ＧＫ　村上　滉平（スポーツ経営学科4年 常葉菊川高校出身）　
ＤＦ　粟根　大喜（スポーツ経営学科4年 如水館高校出身）

鈴木　貴登（スポーツ経営学科4年 浜松市立高校出身）
内田　照人（スポーツ経営学科4年 浜松城北高校出身）
野上　卓馬（スポーツ経営学科4年 高山工業高校出身）

ＭＦ　橋詰　健史（スポーツ経営学科4年 郡上高校出身）
河本　翔太（スポーツ経営学科2年 静岡学園高校出身）
岡田　啓利（スポーツ経営学科2年 関西高校出身）

ＦＷ　緑　　　悟（スポーツ経営学科4年 西京高校出身）
勝野　賢人（スポーツ経営学科3年 大垣工業高校出身）
藤田　大喜（スポーツ経営学科2年 名古屋グランパスエイトユース出身）

勝野⇒袴田 鉄平（スポーツ経営学科3年 常葉学園橘高校出身）
岡田⇒比嘉 翔耶（スポーツ経営学科3年 那覇西高校出身）

交 替

緑２（34分アシスト藤田、56分）、河本１（59分アシスト勝野）

得 点
Ｓ 新里　杏菜(情報メディア学科2年 コザ高校出身)
３ 植松　詩織(スポーツ経営学科1年 沼津工業高校出身）
２ 加納　貴子(スポーツ経営学科2年 コザ高校出身）
Ｂ 信里英梨香(スポーツ経営学科3年 坂出高校出身)
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強
化
指
定
ク
ラ
ブ
硬
式
野
球
部

（
部
員
数
1
0
1
名
）の
指
導
体
制

強
化
の
た
め
、コ
ー
チ
と
し
て
、上
田

和
宏
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
前
職
は
岐
阜
日
野
自
動
車
株
式

会
社
、1
9
7
6
年
11
月
生
ま
れ
35

歳
、名
城
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

シ
ー
ケ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
を

経
て
、2
0
0
0
年
4
月
か
ら
2
0
1
0
年
8

月
ま
で
西
濃
運
輸
株
式
会
社
に
在
籍
し
、都
市

対
抗
野
球
な
ど
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
9
月
岐
阜
日
野
自
動
車
株
式
会

社
に
転
籍
。軟
式
野
球
で

も
実
績
を
残
し
て
い
ま

す
。上
田
コ
ー
チ
は
、現

在
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

礼
儀
と
強
い
心
と
身
体
を

作
り
、選
手
と
と
も
に
学

び
、神
宮
出
場
を
め
ざ
し

た
い
。」と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
す
。

5
月
19
日
、磐
田
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
里
ゆ
め
り
あ
球
技
場
に
て
、総
理
大

臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
東
海
予
選
、準
々
決
勝
が
行

わ
れ
ま
し
た
。本
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
伝
統
強
豪
校
　
静
岡
産
業
大
学
と
対

戦
し
、前
半
１
ー
０
、後
半
２
ー
０
の
計
３
ー
０
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、総
理
大
臣
杯
本
大
会
へ
の
出
場
権（
東
海
地
区
4
枠
）を
獲

得
し
、開
学
し
て
か
ら
初
め
て
、サ
ッ
カ
ー
部
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

　
静
岡
産
業
大
学
は
こ
れ
ま
で
に
何
人
も
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
輩
出
し
て
い

る
強
豪
で
あ
り
、一
人
一
人
の
選
手
の

レ
ベ
ル
は
岐
阜
経
済
大
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
、4 

年
生
を
中
心
と

し
た
チ
ー
ム
の
ま
と
ま
り
、得
点
へ

の
こ
だ
わ
り
、粘
り
強
い
守
備
で
勝

利
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

東
海
地
区
春
季
岐
阜
学
生
リ
ー
グ
戦
で
硬
式
野
球
部
が
優
勝
し
ま
し

た
。1
9
9
9
年
に
岐
阜
学
生
リ
ー
グ
が
で
き
て
か
ら
初
め
て
の
リ
ー

グ
優
勝
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
の
東

海
地
区
代
表
決
定
戦
に
進
出
し
ま
し
た
が
、準
優
勝
に
お
わ
り「
神
宮

初
出
場
」は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

硬式野球部陸上競技部

▲甲子園出場時

　今年スポーツ経営学科に入学した期待の内野手。岐
阜経済大学へは「知人の紹介や指導者の勧めがありま
したが、高校の先輩も活躍していたことや、高校2年秋
の東海大会（三重県開催）が雨天順延となり、岐阜経済
大学のグラウンドを使わせてもらい、翌日の試合に勝利
して選抜大会を確定できた思い出の大学でもありまし
た。」とのこと。甲子園大会は、二回戦で敗れたものの、
憧れの大舞台、大観衆の中でプレーができたこと、何本
かヒットを打てたこと、苦楽をともにした仲間と素晴らし
い経験ができたと語りました。「大学生活はやはり野球
にかけるウェートが高く、神宮大会へ出場したいです。
それと同時に資格取得にも挑戦し、大学で学ぶ４年間
を充実したものにしたいです。」

田島 秀治さんを紹介します。
（スポーツ経営学科１年　静清高等学校出身）

●男子4×100R　１位　〈記 録〉 40秒99
　西村 尚芳
　（情報メディア学科3年　福知山成美高校出身）

　増田　 貴
　（スポーツ経営学科2年　島田樟誠高校出身）

　東 　魅輝
　（スポーツ経営学科1年　伊勢工業高校出身）

　加藤 慎也
　（スポーツ経営学科1年　桑名工業高校出身）

●男子4×400R　2位　〈記 録〉 3分09秒46
　東　 魅輝
　（スポーツ経営学科1年　伊勢工業高校出身）

　田中 翔也
　（スポーツ経営学科3年　飾磨工業高校出身）

　市野 泰地
　（スポーツ経営学科2年　津商業高校出身）

　高橋 拓也
　（スポーツ経営学科2年　岐南工業高校出身）

●男子100m　2位　〈記 録〉 10秒73
　増田　 貴　（再掲）

●男子200m　2位　〈記 録〉 21秒59
　東 　魅輝　（再掲）

●男子400m　2位　〈記 録〉 47秒98
　田中 翔也　（再掲）

●男子800m　2位　〈記 録〉 1分51秒63
　市野 泰地　（再掲）

●男子円盤投　2位　〈記 録〉 43m03
　山田 晃広
　（経済学科2年　市立岐阜商業高校出身）

●男子1500m　3位　〈記 録〉 4分08秒13
　金城 侑輝
　（スポーツ経営学科4年　興南高校出身）

●男子110mH　3位　〈記 録〉 14秒71

　霜鳥 広貴
　（スポーツ経営学科3年　長岡商業高校出身）

●男子砲丸投　3位　〈記 録〉 13m61
　渡邉 知将
　（スポーツ経営学科1年　市立岐阜商業高校出身）

●男子ハンマー投　3位　〈記 録〉 51m51
　濱井 佑斗
　（スポーツ経営学科3年　久居農林高校出身）

●女子円盤投　3位　〈記 録〉 40m37
　杉ノ下 葵
　（情報メディア学科2年　県立岐阜商業高校出身）

　
揖
斐
祐
治
客
員
教
授
は
、こ
の
4
月
か

ら
、本
学
陸
上
競
技
部
の
駅
伝
監
督
と

し
て
長
距
離
走
・
駅
伝
の
選
手
を
指
導
し

て
い
ま
す
。選
手
時
代
の
主
な
競
技
実
績

は
、土
岐
商
業
高
校
時
代
の
1
9
9
7

年
、都
道
府
県
対
抗
駅
伝
で
区
間
賞
。千

葉
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
Ｊ
ｒ
．8
0
0
0
m

優
勝
。
な
み
は
や
国
民
体
育
大
会

5
0
0
0
m
2
位
、同
時
に
岐
阜
県
高

校
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

　
1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か

け
て
の
駒
澤
大
学
時
代
は
、全
日
本
大
学

駅
伝
優
勝
3
回
・
区
間
賞
3
回
、箱
根
駅

伝
優
勝
2
回
・
区
間
賞

2
回
。

　
社
会
人
と
な
っ
た

S
B
食
品
陸
上
競
技

部
で
は
、千
葉
国
際
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

1
2
0
0
m
4
位（
世

界
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

選
手
権
日
本
代
表
に

決
定
）な
ど
、枚
挙
に

い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
指
導
者
と
し
て

も
、東
亜
大
学
を
全
国

大
学
女
子
駅
伝
出
場

に
導
く
な
ど
多
く
の

実
績
を
残
さ
れ
て
お

り
、本
学
の
み
な
ら
ず

岐
阜
県
の
長
距
離
走

競
技
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

岐
阜
経
済
大
学
ボ
ー
ト
部
監
督

　堀
内
俊
介
コ
メ
ン
ト

　
創
部
12
年
目
で
初
め
て
女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
を
編
成
し
臨
ん
だ
こ
の

大
会
、決
勝
で
は
早
稲
田
大
学
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
と
び
出
し
、そ
れ
を
一

艇
身
遅
れ
て
、明
治
大
学
、岐
阜
経
済
大
学
、富
山
国
際
大
学
の
3
艇

が
横
一
線
で
追
い
か
け
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
ま
で
も

つ
れ
こ
み
3
艇
が
0.

3
秒
の
間
に
飛
び
込
ん
だ
白
熱
の
2
位
争
い
を

制
し
た
の
は
岐
阜
経
済
大
学
で
し
た
。チ
ー
ム
史
上
初
の
女
子
種
目
で

の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
、8
月
に
行

わ
れ
る
全
日
本
大
学
選
手
権
に
向
け

て
、良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、東
海
大
学
リ
ー
グ
1
部
昇
格
と
い
う
結
果
を
出
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、悔
し
い
思
い
を
沢
山
し
て
き
ま
し

た
が
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
も
驕
る
こ
と
な
く
、一
歩
ず
つ
前
進
で
き
る

よ
う
チ
ー
ム一
同
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

ボート部女子ソフトボール部

　
東
海
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、男
子
総
合
2
位
、女
子
総
合
5
位

と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
、東
海
地
区
で
大

き
な
存
在
感
を
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

4
×
1
0
0
m
R
で
4
年
ぶ
り
3
回
目
の
優

勝
を
し
た
ほ
か
、
11
種
目
で
入
賞
し
ま
し
た
。

男
子
8
0
0
m
・
4
×
1
0
0
m
R
・

4
×
4
0
0
m
R
で
は
9
月
に
国
立
競
技
場

に
て
行
わ
れ
る
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
出
場
権
、

男
子
4
×
4
0
0
m
R
で
は
10
月
に
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
に
て
行
わ
れ
る
日
本
選
手
権
リ
レ
ー

の
出
場
権
を
獲
得
し
、全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上田和宏氏、硬式野球部
のコーチとして就任。

2012岐阜県リーグ
春季大会優勝

東海学生陸上競技対校選手権大会
1種目優勝、11種目入賞

開学以来初  サッカー部全国大会出場

揖斐祐治氏、長距離・駅伝選手
の指導者として就任。

ＪＡＰＡＮ ＣＵＰ
第34回全日本軽量級
選手権大会

東海大学リーグ1部
に昇格

▲箱根駅伝（2002年7区）

東海大学春季リーグ戦
●4/29 静岡大学　　 0-12 岐阜経済大学（4回コールド）
●5/4 常葉学園大学 1-9　岐阜経済大学（5回コールド）
●5/5 中京学院大学 2-9　岐阜経済大学（5回コールド）
●入れ替え戦
　至学館大学　2-3×　岐阜経済大学（7回サヨナラ）

1位
2位
3位
4位

早稲田大学
岐阜経済大学
富山国際大学
明治大学

岐阜経済大学メンバー岐阜経済大学メンバー

女子舵手なしクォドルプル
7分08秒50
7分14秒02
7分14秒04
7分14秒36

岐阜経済大学VS岐阜聖徳学園大学  2勝0負　

岐阜経済大学VS朝日大学  2勝0負

岐阜経済大学VS中部学院大学  2勝0負

岐阜経済大学VS岐阜大学  2勝0負

岐阜経済大学VS中京学院大学  1勝2負

2―1 ○

8―6 ○

2―1 ○

8―1 ○

2―6 ●

  3―2 ○

10―5 ○

  3―0 ○

  2―1 ○

  2―1 ○ 2―4 ●

サッカー部

先 発

ＧＫ　村上　滉平（スポーツ経営学科4年 常葉菊川高校出身）　
ＤＦ　粟根　大喜（スポーツ経営学科4年 如水館高校出身）

鈴木　貴登（スポーツ経営学科4年 浜松市立高校出身）
内田　照人（スポーツ経営学科4年 浜松城北高校出身）
野上　卓馬（スポーツ経営学科4年 高山工業高校出身）

ＭＦ　橋詰　健史（スポーツ経営学科4年 郡上高校出身）
河本　翔太（スポーツ経営学科2年 静岡学園高校出身）
岡田　啓利（スポーツ経営学科2年 関西高校出身）

ＦＷ　緑　　　悟（スポーツ経営学科4年 西京高校出身）
勝野　賢人（スポーツ経営学科3年 大垣工業高校出身）
藤田　大喜（スポーツ経営学科2年 名古屋グランパスエイトユース出身）

勝野⇒袴田 鉄平（スポーツ経営学科3年 常葉学園橘高校出身）
岡田⇒比嘉 翔耶（スポーツ経営学科3年 那覇西高校出身）

交 替

緑２（34分アシスト藤田、56分）、河本１（59分アシスト勝野）

得 点
Ｓ 新里　杏菜(情報メディア学科2年 コザ高校出身)
３ 植松　詩織(スポーツ経営学科1年 沼津工業高校出身）
２ 加納　貴子(スポーツ経営学科2年 コザ高校出身）
Ｂ 信里英梨香(スポーツ経営学科3年 坂出高校出身)

8GKU NOW ! vol.819 岐阜経済大マガジン



就職スケジュール

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

野
村
證
券
株
式
会
社

内
々
定
者
報
告

内
々
定
者
報
告

杉
山 

伶
奈
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年  

草
津
東
高
校
出
身
）

　
金
融
機
関
に
進
み
た
い
と
い
う
明
確
な
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
銀
行
・
証
券
会
社
の
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
時
か
ら
私
の
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
2
か
月
遅
れ
で
１２
月
に
解
禁
さ
れ

た
就
職
活
動
。
こ
の
遅
れ
が
採
用
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
？
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
説
明
会

へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
２
月
末
か
ら
本
格
化
し
、
ス
ー
ツ
を
着
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
へ
と

通
い
ま
し
た
。
同
時
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
通
い
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の
添
削
か
ら
、
素
朴
な
疑
問
や
相

談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
り
…
と
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
の
で
安
心
し
て
就
職
活
動
に
励
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
る
為
に
も
、
俗
に
い
う
一
流
企
業
、
一
部
上
場
企
業
に
も
数
多

く
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
先
生
方
の
お
力
添
え
と
家
族
の
温
か
い
支
え
の
お
陰
で
４
月
中
旬
に

証
券
会
社
最
大
手
と
言
わ
れ
る
野
村
證
券
様
よ
り
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
就
職
活
動
に
お
い
て
最
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
合
同
説
明
会
や
会
社
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
採
用
試
験
の
第
一
歩

で
す
。
相
手
を
引
き
付
け
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
場
に
行
か
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
情
報
・
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
足
を
運
ぶ
こ
と
を
、
疎
か
に
せ
ず
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
今
ま
で
の
自
分
を
試
す
良
い
機
会
だ
と
思
い
、
挑
み
ま
し
た
。
ど
ん
な
業
界
を
受
け
る
の
か
も
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
私
は
「
と
り
あ
え
ず
行
動
あ
る
の
み
！
」
と
思
い
合
同
説
明
会
に
行
き
続
け
ま
し
た
。
様
々
な
大
学
の

学
生
が
お
り
、
み
ん
な
必
死
で
し
た
。
そ
こ
で
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
唯
一
気
に
な
っ
た
の
は
「
み
ん
な
が
メ
モ

を
書
き
だ
し
た
か
ら
自
分
も
書
こ
う
」
と
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
。
自
分
が
必
要
と
思
っ
た
こ
と
を
メ
モ
す
れ

ば
い
い
の
に
周
り
に
流
さ
れ
、
自
分
を
見
失
っ
て
い
る
学
生
が
い
ま
し
た
。
周
り
と
同
じ
人
よ
り
も
自
分
色
を
出
し
て

い
る
学
生
の
方
が
魅
力
的
で
す
。
ル
ー
ル
や
人
に
迷
惑
を
か
け
る
反
社
会
な
「
は
み
だ
し
た
人
」
で
な
く
、
今
ま
で
の

自
分
色
を
出
す
魅
力
的
な
「
は
み
だ
し
た
人
」
に
な
る
べ
き
で
す
。
自
分
を
出
す
こ
と
は
自
分
を
知
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
に
合
っ
た
業
界
、
条
件
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
決
ま
れ
ば
あ
と
は
突
っ
走

る
だ
け
。
陸
上
競
技
部
の
活
動
と
の
両
立
を
す
る
た
め
に
、
毎
日
朝
の
４
時
ま
で
資
料
作
成
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
辛

く
し
ん
ど
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
友
達
や
家
族
、
先
生
方
の
支
え
や
期
待
を
裏
切
り
た
く
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も

い
い
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
迷
っ
た
ら
行
動
！！
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
き

に
行
く
。
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
中
部
株
式
会
社

岡
部 

知
久
さ
ん
（
経
済
学
科
4
年  

兵
庫
工
業
高
校
出
身
）

本学行事およびキャリア形成授業
１年次 2年次 3年次

基本的な就職活動

●オリエンテーション
●資格・試験対策講座ガイダンス
●一般常識試験

●オリエンテーション
●資格・試験対策講座ガイダンス
●一般常識試験

●ＳＰＩ試験対策
●ビジネスマナー講習会
●まとめ・模擬就職試験

●就職活動本番に向けて
●就職情報サイト活用方法
●業界研究講座
●企業研究講座
　　　　<金融セミナー>

●就職を意識しはじめ先輩など
　周辺から情報収集

月

4

●コミュニケーション能力育成講座
●文章読解と表現
●一般常識

●自己分析
●エントリーシート・履歴書の書き方 ●全員への進路個人面談開始11

●最新のニュースについて
●初年次教育講座

●自分の持ち味とは
●時事問題対策

●自己ＰＲ
●ＳＰＩ試験対策

●自己分析
●業界・企業研究

●就職情報サイト登録

●志望業界、企業の絞り込み

5

●オリエンテーション
●公務員・教員採用試験の傾向

●オリエンテーション9

●まとめ・全体的復習 ●ＳＰＩ試験対策　　●まとめ1

<夏季インターンシップ> <夏季インターンシップ>8

2
3
4
5

●初年次教育講座
●一般常識１：経済用語Ａ
●一般常識２：社会の求める人材とは
●一般常識３：漢字

●ＳＰＩ試験対策6

●一般常識試験
●コミュニケーション能力育成講座
●文章読解と表現

10

●グループディスカッション指導
●模擬グループディスカッション
●面接指導
●ビジネスマナー実践編
　　　　<就勝特別講座>

<学内企業セミナー>

●会社説明会開始
●エントリー開始

●採用試験開始
●内々定

●一般常識
●ファシリテーション講座
●数的処理のトレーニング

12

●一般常識４：経済用語Ｂ
●一般常識５：作文
●一般常識６：将来像を描こう
●まとめ・基礎学力試験

7

　
2
0
1
1
年
度
の
就
職
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。何
と
い
っ
て
も
震
災
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。採

用
予
定
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
2
0
1
2
年
4
月
の
採
用

予
定
を
企
業
様
が
決
め
か
ね
て
、
採
用
試
験
期
間
が
長
期
化

し
ま
し
た
。そ
う
し
た
点
で
、
た
い
へ
ん
苦
労
の
多
か
っ
た
学

年
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
学
と
し
て
も
状
況
の
困
難
さ
に
対

し
て
万
全
な
支
援
が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。就
職
時
点
で
苦
労
し
た
学
年
は
企
業
等
に
入
社
し
て
か

ら
は
、
前
後
の
世
代
に
比
べ
て
有
望
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

将
来
的
に
組
織
の
中
核
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
け
る
の
も

一
般
的
な
傾
向
で
す
。厳
し
い
時
代
に
身
に
着
け
た
実
力
を

大
切
に
育
て
、
活
躍
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す（
表
１
）。

　
2
0
1
2
年
度
の
就
職
活
動
か
ら
は
、
企
業
の
説
明
会
活

動
が
2
0
1
1
年
の
12
月
開
始
、
採
用
活
動
は
2
0
1
2
年

4
月
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。1
月
は
大
学
の
試
験
期
間
が
あ

り
、
学
生
か
ら
す
る
と
企
業
の
情
報
収
集
に
割
け
る
期
間
が

12
月
、
2
月
、
3
月
と
実
質
3
か
月
と
な
り
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
産
業
や
職
種
に
絞
っ
て
就
職
活

動
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
時
間
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
で

き
ち
ん
と
情
報
収
集
し
、
考
え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。そ
こ
の
部
分
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、
多
く
の
企
業
の
採
用

日
程
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
り
直
し
て
希
望
を
か
な
え

る
の
は
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。現
在
、
3
年
生
の
皆
さ
ん

は
こ
の
点
を
よ
く
考
え
て
、準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
2
年
の
就
職
活
動
の
状
況
は
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
い
ま
す
。上
場
企
業
や
関
連
の
有
力
企
業
で
の
内
々
定
の

実
績
が
昨
年
度
よ
り
も
数
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

卒
業
予
定
者
3
0
0
名
程
度
に
対
し
て
、
5
月
1
日
ま
で
に

20
件
以
上
の
内
々
定
が
あ
り（
第
1
希
望
以
外
の
未
確
認
は
含

ま
な
い
）、
20
人
近
く
が
第
1
希
望
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と

で
、す
で
に
就
職
活
動
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、本
学

か
ら
の
採
用
実
績
の
な
か
っ
た
よ
う
な
企
業
も
あ
り
ま
す
。学

生
本
人
の
努
力
が
も
ち
ろ
ん
大
き
い
の
で
す
が
、環
境
と
し
て

も
、東
京
圏
や
関
西
圏
で
企
業
の
採
用
意
欲
が
盛
り
返
し
て
い

る
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
、
様
々
な
産
業
で
の
採
用
活
動
が
本

格
化
し
、公
務
員
試
験
、教
員
採
用
試
験
、福
祉
関
連
等
で
の
採

用
試
験
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
見
つ

め
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
く
に
国
家
試
験
等
を
受
験
す
る
分
野
で
は
、
継
続
的
な

学
習
習
慣
に
基
づ
い
た
し
っ
か
り
と
し
た
試
験
対
策
が
必
要

で
す
。漠
然
と
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
試
験
ま
で
に
最
低
何

時
間
は
勉
強
す
る
と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
し
ょ
う
。語
学

学
習
で
、
会
話
レ
ベ
ル
に
は
5
0
0
時
間
の
学
習
が
必
要
な

ど
と
目
安
を
た
て
る
の
と
同
じ
考
え
方
で
す
。例
え
ば
、
3
年

次
で
は
1
日
平
均
3
時
間
を
3
0
0
日
で
9
0
0
時
間
、
4

年
次
の
90
日
間
は
1
日
平
均
5
時
間
で
4
5
0
時
間
、
計

1
3
5
0
時
間
は
勉
強
す
る
と
い
う
よ
う
な
目
標
設
定
を

し
、
こ
の
学
習
時
間
を
確
保
す
る
生
活
時
間
配
分
を
組
み
立

て
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。現
在
、
公
務
員
試
験
の
勉
強
を
し

て
い
る
4
年
生
の
何
人
か
は
、
そ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
勉
強
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
努
力
を
し
て
も
報
わ
れ
に
く
い
時
に
は
な
か
な
か
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
2
0
1
2
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
努
力
し
た
だ
け
の
成
果
が
見
込
ま
れ
る
状

況
で
す
。多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
最
善
の
準
備
を
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

２０１1年度、2010年度の就職状況

2011年度 2010年度

２０１２年度（２０１３年３月卒業予定者）の内々定先一覧

❶

❷

※太字：上場企業関連　【　】内数字は複数内々定

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅳ

本学就職希望者数

本学就職決定者数

本 学 就 職 率

岐 阜 県 就 職 率

全 国 就 職 率

205名

192名

93.7％

91.1％

93.6％

268名

249名

92.9%

90.5％

91.1％

金融保険業 野村證券（株） ・ （株）福邦銀行 ・ 大垣信用金庫 ・ 西濃信用金庫

製　造　業 揖斐川工業（株）【3】 ・ 丹羽鋳造（株） ・ ラブリークイーン（株）

不 動 産 業 住友不動産販売（株） ・ 住友林業（株） ・ セキスイハイム中部（株） 

情報通信業 共立コンピューターサービス（株）

卸売・小売業 AOIホールディングス（株） ・ （株）オートベル ・ （株）カインズ ・ ゲンキー（株）【2】 ・ 
  （株）キセキラボ ・ （株）サークルＫサンクス ・ デュプロ販売（株） ・ トヨタカローラ岐阜（株） ・  
  （株）バロー【3】 ・ 中北薬品（株） ・ 三国コカコーラボトリング（株）

サービス業 三州紙業（株）(カーブス事業) ・ 西濃運輸（株） ・ （株）ラウンドワン ・ 郵便事業（株） 

▲学内就職セミナーの様子
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就職スケジュール

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

2
0
1
1
年
度
及
び
2
0
1
2
年
度
の
就
職
に
つ
い
て

野
村
證
券
株
式
会
社

内
々
定
者
報
告

内
々
定
者
報
告

杉
山 
伶
奈
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年  

草
津
東
高
校
出
身
）

　
金
融
機
関
に
進
み
た
い
と
い
う
明
確
な
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
銀
行
・
証
券
会
社
の
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
時
か
ら
私
の
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
2
か
月
遅
れ
で
１２
月
に
解
禁
さ
れ

た
就
職
活
動
。
こ
の
遅
れ
が
採
用
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
？
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
説
明
会

へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
２
月
末
か
ら
本
格
化
し
、
ス
ー
ツ
を
着
な
い
日
は
な
い
く
ら
い
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
へ
と

通
い
ま
し
た
。
同
時
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
通
い
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の
添
削
か
ら
、
素
朴
な
疑
問
や
相

談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
り
…
と
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
の
で
安
心
し
て
就
職
活
動
に
励
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
る
為
に
も
、
俗
に
い
う
一
流
企
業
、
一
部
上
場
企
業
に
も
数
多

く
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
先
生
方
の
お
力
添
え
と
家
族
の
温
か
い
支
え
の
お
陰
で
４
月
中
旬
に

証
券
会
社
最
大
手
と
言
わ
れ
る
野
村
證
券
様
よ
り
内
々
定
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
就
職
活
動
に
お
い
て
最
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
、
合
同
説
明
会
や
会
社
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
採
用
試
験
の
第
一
歩

で
す
。
相
手
を
引
き
付
け
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会
場
に
行
か
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
情
報
・
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
足
を
運
ぶ
こ
と
を
、
疎
か
に
せ
ず
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
は
今
ま
で
の
自
分
を
試
す
良
い
機
会
だ
と
思
い
、
挑
み
ま
し
た
。
ど
ん
な
業
界
を
受
け
る
の
か
も
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
私
は
「
と
り
あ
え
ず
行
動
あ
る
の
み
！
」
と
思
い
合
同
説
明
会
に
行
き
続
け
ま
し
た
。
様
々
な
大
学
の

学
生
が
お
り
、
み
ん
な
必
死
で
し
た
。
そ
こ
で
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
唯
一
気
に
な
っ
た
の
は
「
み
ん
な
が
メ
モ

を
書
き
だ
し
た
か
ら
自
分
も
書
こ
う
」
と
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
。
自
分
が
必
要
と
思
っ
た
こ
と
を
メ
モ
す
れ

ば
い
い
の
に
周
り
に
流
さ
れ
、
自
分
を
見
失
っ
て
い
る
学
生
が
い
ま
し
た
。
周
り
と
同
じ
人
よ
り
も
自
分
色
を
出
し
て

い
る
学
生
の
方
が
魅
力
的
で
す
。
ル
ー
ル
や
人
に
迷
惑
を
か
け
る
反
社
会
な
「
は
み
だ
し
た
人
」
で
な
く
、
今
ま
で
の

自
分
色
を
出
す
魅
力
的
な
「
は
み
だ
し
た
人
」
に
な
る
べ
き
で
す
。
自
分
を
出
す
こ
と
は
自
分
を
知
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
に
合
っ
た
業
界
、
条
件
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
決
ま
れ
ば
あ
と
は
突
っ
走

る
だ
け
。
陸
上
競
技
部
の
活
動
と
の
両
立
を
す
る
た
め
に
、
毎
日
朝
の
４
時
ま
で
資
料
作
成
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
辛

く
し
ん
ど
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
友
達
や
家
族
、
先
生
方
の
支
え
や
期
待
を
裏
切
り
た
く
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て
も

い
い
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
迷
っ
た
ら
行
動
！！
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
き

に
行
く
。
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
中
部
株
式
会
社

岡
部 

知
久
さ
ん
（
経
済
学
科
4
年  

兵
庫
工
業
高
校
出
身
）

本学行事およびキャリア形成授業
１年次 2年次 3年次

基本的な就職活動

●オリエンテーション
●資格・試験対策講座ガイダンス
●一般常識試験

●オリエンテーション
●資格・試験対策講座ガイダンス
●一般常識試験

●ＳＰＩ試験対策
●ビジネスマナー講習会
●まとめ・模擬就職試験

●就職活動本番に向けて
●就職情報サイト活用方法
●業界研究講座
●企業研究講座
　　　　<金融セミナー>

●就職を意識しはじめ先輩など
　周辺から情報収集

月

4

●コミュニケーション能力育成講座
●文章読解と表現
●一般常識

●自己分析
●エントリーシート・履歴書の書き方 ●全員への進路個人面談開始11

●最新のニュースについて
●初年次教育講座

●自分の持ち味とは
●時事問題対策

●自己ＰＲ
●ＳＰＩ試験対策

●自己分析
●業界・企業研究

●就職情報サイト登録

●志望業界、企業の絞り込み

5

●オリエンテーション
●公務員・教員採用試験の傾向

●オリエンテーション9

●まとめ・全体的復習 ●ＳＰＩ試験対策　　●まとめ1

<夏季インターンシップ> <夏季インターンシップ>8

2
3
4
5

●初年次教育講座
●一般常識１：経済用語Ａ
●一般常識２：社会の求める人材とは
●一般常識３：漢字

●ＳＰＩ試験対策6

●一般常識試験
●コミュニケーション能力育成講座
●文章読解と表現

10

●グループディスカッション指導
●模擬グループディスカッション
●面接指導
●ビジネスマナー実践編
　　　　<就勝特別講座>

<学内企業セミナー>

●会社説明会開始
●エントリー開始

●採用試験開始
●内々定

●一般常識
●ファシリテーション講座
●数的処理のトレーニング

12

●一般常識４：経済用語Ｂ
●一般常識５：作文
●一般常識６：将来像を描こう
●まとめ・基礎学力試験

7

　
2
0
1
1
年
度
の
就
職
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。何
と
い
っ
て
も
震
災
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。採

用
予
定
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
2
0
1
2
年
4
月
の
採
用

予
定
を
企
業
様
が
決
め
か
ね
て
、
採
用
試
験
期
間
が
長
期
化

し
ま
し
た
。そ
う
し
た
点
で
、
た
い
へ
ん
苦
労
の
多
か
っ
た
学

年
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
学
と
し
て
も
状
況
の
困
難
さ
に
対

し
て
万
全
な
支
援
が
で
き
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。就
職
時
点
で
苦
労
し
た
学
年
は
企
業
等
に
入
社
し
て
か

ら
は
、
前
後
の
世
代
に
比
べ
て
有
望
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

将
来
的
に
組
織
の
中
核
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
け
る
の
も

一
般
的
な
傾
向
で
す
。厳
し
い
時
代
に
身
に
着
け
た
実
力
を

大
切
に
育
て
、
活
躍
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す（
表
１
）。

　
2
0
1
2
年
度
の
就
職
活
動
か
ら
は
、
企
業
の
説
明
会
活

動
が
2
0
1
1
年
の
12
月
開
始
、
採
用
活
動
は
2
0
1
2
年

4
月
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。1
月
は
大
学
の
試
験
期
間
が
あ

り
、
学
生
か
ら
す
る
と
企
業
の
情
報
収
集
に
割
け
る
期
間
が

12
月
、
2
月
、
3
月
と
実
質
3
か
月
と
な
り
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
産
業
や
職
種
に
絞
っ
て
就
職
活

動
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
時
間
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
で

き
ち
ん
と
情
報
収
集
し
、
考
え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。そ
こ
の
部
分
が
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
、
多
く
の
企
業
の
採
用

日
程
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
り
直
し
て
希
望
を
か
な
え

る
の
は
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。現
在
、
3
年
生
の
皆
さ
ん

は
こ
の
点
を
よ
く
考
え
て
、準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
2
年
の
就
職
活
動
の
状
況
は
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
い
ま
す
。上
場
企
業
や
関
連
の
有
力
企
業
で
の
内
々
定
の

実
績
が
昨
年
度
よ
り
も
数
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

卒
業
予
定
者
3
0
0
名
程
度
に
対
し
て
、
5
月
1
日
ま
で
に

20
件
以
上
の
内
々
定
が
あ
り（
第
1
希
望
以
外
の
未
確
認
は
含

ま
な
い
）、
20
人
近
く
が
第
1
希
望
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と

で
、す
で
に
就
職
活
動
を
終
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、本
学

か
ら
の
採
用
実
績
の
な
か
っ
た
よ
う
な
企
業
も
あ
り
ま
す
。学

生
本
人
の
努
力
が
も
ち
ろ
ん
大
き
い
の
で
す
が
、環
境
と
し
て

も
、東
京
圏
や
関
西
圏
で
企
業
の
採
用
意
欲
が
盛
り
返
し
て
い

る
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
、
様
々
な
産
業
で
の
採
用
活
動
が
本

格
化
し
、公
務
員
試
験
、教
員
採
用
試
験
、福
祉
関
連
等
で
の
採

用
試
験
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
見
つ

め
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
く
に
国
家
試
験
等
を
受
験
す
る
分
野
で
は
、
継
続
的
な

学
習
習
慣
に
基
づ
い
た
し
っ
か
り
と
し
た
試
験
対
策
が
必
要

で
す
。漠
然
と
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
試
験
ま
で
に
最
低
何

時
間
は
勉
強
す
る
と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
し
ょ
う
。語
学

学
習
で
、
会
話
レ
ベ
ル
に
は
5
0
0
時
間
の
学
習
が
必
要
な

ど
と
目
安
を
た
て
る
の
と
同
じ
考
え
方
で
す
。例
え
ば
、
3
年

次
で
は
1
日
平
均
3
時
間
を
3
0
0
日
で
9
0
0
時
間
、
4

年
次
の
90
日
間
は
1
日
平
均
5
時
間
で
4
5
0
時
間
、
計

1
3
5
0
時
間
は
勉
強
す
る
と
い
う
よ
う
な
目
標
設
定
を

し
、
こ
の
学
習
時
間
を
確
保
す
る
生
活
時
間
配
分
を
組
み
立

て
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。現
在
、
公
務
員
試
験
の
勉
強
を
し

て
い
る
4
年
生
の
何
人
か
は
、
そ
う
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

て
勉
強
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
努
力
を
し
て
も
報
わ
れ
に
く
い
時
に
は
な
か
な
か
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
2
0
1
2
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
努
力
し
た
だ
け
の
成
果
が
見
込
ま
れ
る
状

況
で
す
。多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
最
善
の
準
備
を
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

２０１1年度、2010年度の就職状況

2011年度 2010年度

２０１２年度（２０１３年３月卒業予定者）の内々定先一覧

❶

❷

※太字：上場企業関連　【　】内数字は複数内々定

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅱ

キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅳ

本学就職希望者数

本学就職決定者数

本 学 就 職 率

岐 阜 県 就 職 率

全 国 就 職 率

205名

192名

93.7％

91.1％

93.6％

268名

249名

92.9%

90.5％

91.1％

金融保険業 野村證券（株） ・ （株）福邦銀行 ・ 大垣信用金庫 ・ 西濃信用金庫

製　造　業 揖斐川工業（株）【3】 ・ 丹羽鋳造（株） ・ ラブリークイーン（株）

不 動 産 業 住友不動産販売（株） ・ 住友林業（株） ・ セキスイハイム中部（株） 

情報通信業 共立コンピューターサービス（株）

卸売・小売業 AOIホールディングス（株） ・ （株）オートベル ・ （株）カインズ ・ ゲンキー（株）【2】 ・ 
  （株）キセキラボ ・ （株）サークルＫサンクス ・ デュプロ販売（株） ・ トヨタカローラ岐阜（株） ・  
  （株）バロー【3】 ・ 中北薬品（株） ・ 三国コカコーラボトリング（株）

サービス業 三州紙業（株）(カーブス事業) ・ 西濃運輸（株） ・ （株）ラウンドワン ・ 郵便事業（株） 

▲学内就職セミナーの様子
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　1974年2月21日生まれ。三重県鳥羽市の坂手島と
いう離島で生まれるものの、自分ではほとんど記憶のな
いうちに、現在の志摩市に移り住みました。大学を卒業
後、三重県職員となり、その後、15年間、県税の徴収、人
事交流での町役場勤務、農地の許認可事務などに従事。
その傍ら、大学院修士課程（2年間）、博士後期課程（5年
間）で学び、博士（法学）を取得。2011年4月より本学に
着任しました。現在も三重県津市に住んでおり、近鉄、JR
を乗り継ぎ、約2時間かけて通勤しています。周りからは
通勤が大変だと思われているようですが、自分としてはあ
まり苦にしておらず、読書、睡眠、時には帰りの電車では
ビールを飲んだりと、わりと楽しみながら通っています。

 今井 良幸講師

「地方自治」から「憲法」を考え、
「憲法」から「地方自治」を考える

　
私
が
自
分
の
専
門
分
野
を
聞
か
れ
た
と

き
、現
在
で
は「
憲
法
」と
答
え
ま
す
が
、以
前

は
答
え
に
窮
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。そ
の
原
因
と
し
て
は
、私
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
が
国
の
法
律
と
地
方
自
治
体
の
条
例
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
、あ
る
い
は
、イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る「devolution

」（
簡
単
に
言
う

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
対
し
て

の
地
方
分
権
の
こ
と
）の
動
向
と
、わ
が
国
の

地
方
分
権
や
道
州
制
の
動
き
と
の
比
較
を
中

心
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ

も「
地
方
自
治
」に
関
係
す
る
テ
ー
マ
な
の
で

す
が
、前
者
は
行
政
法
、後
者
は
行
政
学
に
分

類
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、ま
た「
地
方

自
治
」が「
憲
法
」の
中
で
は
マ
イ
ナ
ー
な

テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。一
般
に「
地
方
自
治
」を
研
究
す
る
の

は
、行
政
法
、あ
る
い
は
行
政
学
の
研
究
者
が

多
く
を
占
め
、「
憲
法
」か
ら「
地
方
自
治
」を

考
え
る
研
究
者
は
現
在
で
も
少
数
に
と
ど
ま

り
ま
す
。ま
た
、「
憲
法
」に
お
け
る「
地
方
自

治
」研
究
は
、こ
こ
10
年
程
度
で
状
況
は
変
化

し
て
き
た
も
の
の
、研
究
論
文
も
多
く
は
な

く
、憲
法
の
講
義
で
も
省
略
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、研
究
、教
育
面
で
そ
の
重
要
性

は
低
い
地
位
に
置
か
れ
て
き
た
と
い
う
現
実

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、自
分
自
身
の
研
究
上
の
関
心

が
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
構
造
自
体
、お
よ
び
イ

ギ
リ
ス
で
の
国
民
投
票
制
度
に
移
行
し
て
き

て
い
る
の
で
、「
憲
法
」と
い
う
意
識
が
強
く

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、研
究

を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、そ
も
そ

も
地
方
自
治
体
で
の
現
場
に
お
け
る
問
題
意

識
で
し
た
し
、「
地
方
自
治
」は
私
を
研
究
の

世
界
へ
引
き
込
み
、ま
た
研
究
の
幅
を「
憲

法
」へ
と
広
げ
て
く
れ
た
存
在
で
あ
り
、現
在

も
他
人
の
評
価
は
と
も
か
く
、自
分
の
専
門

分
野
は「
憲
法
」＋「
地
方
自
治
」だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。ち
な
み
に
、「
憲
法
」で
は
、特
に
統

治
機
構
を
中
心
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
の
仕
組
み
や
他
国
の
統
治
の
仕
組
み

を
研
究
し
、知
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
視
点

か
ら「
地
方
自
治
」を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。今
後
は「
憲
法
」を
更
に
研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
地
方
自
治
」に
関
し
て
も

新
た
な
視
点
で
の
発
見
を
し
、成
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

山田 善久教授
三修社　共著　2012 年1月

　昔は硬式テニスやゴルフなどをしていましたが、全くものになりませんでした。
最近では、健康維持のために、あまり行けてはいませんが、プールに通っていま
す。また、趣味？、なのかは微妙ですが、ワークライフバランスを実現すべく毎週末
は料理を作っています。この写真の料理
は、炒飯、トマトと卵のスープ、餃子、春巻
き、エビマヨと撮影のために少し頑張って
作ってみました（笑）。好きな料理は写真の
とおりの中華料理、今後の課題は、フライ、
天ぷらともに海老を真っ直ぐに揚げるこ
と、から揚げをカラリと揚げることです。

趣味拝見

アクセス和独辞典 最新の本格的和独辞典。見出し約５万６０００
語。CASIO電子辞書版も同時発売。山田善久
教授はアクセス独和辞典（第３版）に引き続き、
共同執筆および編集委員を務めている。 

近著紹介

経済学部

―
 

学
び
が
拡
が
り

　
　

  

地
域
と
の
き
ず
な
を
深
め
る ―

　
２
月
７
日（
火
）本
学
は
岐
南
工
業
高
校
と
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

岐
阜
岐
阜
駅
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
お
い
て
高
大
連

携
教
育
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
協
定
締
結

に
よ
り
本
学
は
、主
に
岐
南
工
業
高
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
協
力
、ま
た
、同
校
の
職
員
の
研
修
、父
母

向
け
の
講
座
な
ど
を
開
催
し
、社
会
貢
献
に
務
め

ま
す
。

　
調
印
式
に
は
、岐
南
工
業
高
等
学
校
豊
田
陽
一
郎

校
長
、本
学
谷
江
幸
雄
学
長
ら
、同
校
、同
大
学
の

関
係
者
、１４
名
が
出
席
。豊
田
校
長
は
、「
岐
阜
経

済
大
学
の
広
範
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
が
充

実
す
る
」と
期
待
。谷
江

学
長
は
、「
地
域
に
有
為

な
産
業
人
材
育
成
に
協

力
し
た
い
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、5
月
7
日（
月
）

に
は
岐
阜
県
立
飛
騨
高

山
高
校
と
、ひ
だ
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、高
大

連
携
教
育
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。地
域
で
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
、当
面
は
本
学
が

飛
騨
高
山
高
校
の
商
品
開
発
の
授
業
に
協
力
す
る

こ
と
を
、事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。本
学
は
、飛
騨
地
域
で
は
高
山
市
、下
呂
市
と

地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

地
域
連
携
の
協
力
関
係
も
今
後
、連
携
事
業
に
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
に
は
、飛
騨
高
山
高
校
坂
上
修
校
長
、本

学
谷
江
幸
雄
学
長
ら
、両
校
の
関
係
者
10
名
が
出

席
。坂
上
校
長
は
、「
大
学
の
力
を
借
り
本
校
の
魅

力
を
増
や
し
、教
育
力
の
一
層
の
向
上
を
図
り
た

い
」と
今
後
の
期
待
を
述
べ
、谷
江
学
長
は
、「
地
域

社
会
を
担
う
人
材
育
成
に
協
力
し
た
い
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
岐
阜
経
済
大
学
ユ
ニ
ー
ク・プ
ラ
ン

制
度
を
活
用
し
、マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
の
学
生
グ

ル
ー
プ
が
作
成
し
た「
荘
川
そ
ば
め
ぐ
り
」マ
ッ
プ
が

完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
中
村
剛
士
さ
ん（
経
済
学

科
4
年 

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身
）が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
、荘
川
地
域
を
応
援
す
る
た
め
企
画

し
た「
荘
川
”お
お
え
ん
“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
荘
川
の
特
産
品
で
あ
る「
そ
ば
」の

店
を
紹
介
し
た
A
3
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、荘
川

に
あ
る
全
て
の
そ
ば
店（
5
店
舗
）を
紹
介
し
て
い
ま

す
。特
徴
と
し
て
は
、学
生
が「
若
者
な
ら
で
は
」の

視
点
で
、楽
し
く
荘
川
そ
ば
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る

こ
と
で
す
。マ
ッ
プ
は
各
そ
ば
店
、道
の
駅
や
観
光
協

会
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
作
成
し
た
学
生
は「
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、私

た
ち
が
実
際
に
そ
ば
を
食
べ
、店
主
の
方
か
ら
お
話

を
聴
き
、そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
過
程
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
こ
と
で
、店

主
の
方
の
、そ
ば
に
か
け
る
想
い
や
こ
だ
わ
り
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
は
学
生
目

線
で
、こ
れ
ま
で
の
荘
川
に
は
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

目
指
し〝
元
気
さ
〞を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、本
当
に
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
協

力
に
よ
っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。こ
う
し
た

つ
な
が
り
を
今
後

の
活
動
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

●
荘
川
お
お
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

中
村

　剛
士（
経
済
学
科
４
年 

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身
）

飯
山

　拓
磨（
経
済
学
科
４
年 

高
岡
商
業
高
校
出
身
）

林

　
　悠
介（
経
済
学
科
３
年 

岐
阜
農
林
高
校
出
身
）

山
口

　
　信（
経
済
学
科
3
年 

粉
河
高
校
出
身
）

飛騨高山高校との調印式

そばマップを持つ山口さん（左）と
中村さん（右）

場

　
　所
　
岐
阜
経
済
大
学
　
6
号
館
1
階・6
1
0
2
教
室

講
座
日
程
　
6
/
5
〜
7
/
24
の
毎
週
火
曜
日（
連
続
８
回
）

18
：
00
〜
19
：
30

問
合
せ・申
し
込
み
先
　
岐
阜
経
済
大
学
総
務
課

T
　E
　L
　
0
5
8
4
ー
7
7
ー
3
5
1
1（
代
）

テ
　ー
　マ

① 

福
祉
工
学
の
課
題
に
つ
い
て

② 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
？

③ 

P
．F
ド
ラ
ッ
カ
ー
管
理
論
の
本
質

④ 

業
績
不
振
に
み
る
企
業
の
病 

〜
経
営
組
織
論
へ
の
招
待
〜

⑤ 

人
と
心
を
通
い
合
わ
せ
る
た
め
の
言
葉
と
し
て
日
本
語
を
考
え
る

⑥ 

多
文
化
共
生
社
会
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
大
垣
共
立
銀
行
開
催
講
座
】

⑦ 

日
本
経
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

⑧ 

ス
マ
ホ
で
変
わ
る
私
た
ち
の
く
ら
し

※
詳
し
く
は
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
大
連
携
協
定

高
大
連
携
協
定

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高
山

高
校
と
教
育
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

伝
え
た
い
！ 

学
生
か
ら
見
た
豊
か
な
集
落

〜
荘
川
お
お
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
報
告
書

ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
報
告
書

今
年
の
テ
ー
マ
は「
現
代
の
経
済
・
社
会
を
つ
か
む
」

か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
2

を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
・
受
講
受
付
中
）

か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
2

を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
・
受
講
受
付
中
）

岐南工業高校との調印式
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　1974年2月21日生まれ。三重県鳥羽市の坂手島と
いう離島で生まれるものの、自分ではほとんど記憶のな
いうちに、現在の志摩市に移り住みました。大学を卒業
後、三重県職員となり、その後、15年間、県税の徴収、人
事交流での町役場勤務、農地の許認可事務などに従事。
その傍ら、大学院修士課程（2年間）、博士後期課程（5年
間）で学び、博士（法学）を取得。2011年4月より本学に
着任しました。現在も三重県津市に住んでおり、近鉄、JR
を乗り継ぎ、約2時間かけて通勤しています。周りからは
通勤が大変だと思われているようですが、自分としてはあ
まり苦にしておらず、読書、睡眠、時には帰りの電車では
ビールを飲んだりと、わりと楽しみながら通っています。

 今井 良幸講師

「地方自治」から「憲法」を考え、
「憲法」から「地方自治」を考える

　
私
が
自
分
の
専
門
分
野
を
聞
か
れ
た
と

き
、現
在
で
は「
憲
法
」と
答
え
ま
す
が
、以
前

は
答
え
に
窮
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。そ
の
原
因
と
し
て
は
、私
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
が
国
の
法
律
と
地
方
自
治
体
の
条
例
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
、あ
る
い
は
、イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る「devolution

」（
簡
単
に
言
う

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
対
し
て

の
地
方
分
権
の
こ
と
）の
動
向
と
、わ
が
国
の

地
方
分
権
や
道
州
制
の
動
き
と
の
比
較
を
中

心
と
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ

も「
地
方
自
治
」に
関
係
す
る
テ
ー
マ
な
の
で

す
が
、前
者
は
行
政
法
、後
者
は
行
政
学
に
分

類
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、ま
た「
地
方

自
治
」が「
憲
法
」の
中
で
は
マ
イ
ナ
ー
な

テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。一
般
に「
地
方
自
治
」を
研
究
す
る
の

は
、行
政
法
、あ
る
い
は
行
政
学
の
研
究
者
が

多
く
を
占
め
、「
憲
法
」か
ら「
地
方
自
治
」を

考
え
る
研
究
者
は
現
在
で
も
少
数
に
と
ど
ま

り
ま
す
。ま
た
、「
憲
法
」に
お
け
る「
地
方
自

治
」研
究
は
、こ
こ
10
年
程
度
で
状
況
は
変
化

し
て
き
た
も
の
の
、研
究
論
文
も
多
く
は
な

く
、憲
法
の
講
義
で
も
省
略
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、研
究
、教
育
面
で
そ
の
重
要
性

は
低
い
地
位
に
置
か
れ
て
き
た
と
い
う
現
実

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、自
分
自
身
の
研
究
上
の
関
心

が
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
構
造
自
体
、お
よ
び
イ

ギ
リ
ス
で
の
国
民
投
票
制
度
に
移
行
し
て
き

て
い
る
の
で
、「
憲
法
」と
い
う
意
識
が
強
く

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、研
究

を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、そ
も
そ

も
地
方
自
治
体
で
の
現
場
に
お
け
る
問
題
意

識
で
し
た
し
、「
地
方
自
治
」は
私
を
研
究
の

世
界
へ
引
き
込
み
、ま
た
研
究
の
幅
を「
憲

法
」へ
と
広
げ
て
く
れ
た
存
在
で
あ
り
、現
在

も
他
人
の
評
価
は
と
も
か
く
、自
分
の
専
門

分
野
は「
憲
法
」＋「
地
方
自
治
」だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。ち
な
み
に
、「
憲
法
」で
は
、特
に
統

治
機
構
を
中
心
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
の
仕
組
み
や
他
国
の
統
治
の
仕
組
み

を
研
究
し
、知
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
視
点

か
ら「
地
方
自
治
」を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。今
後
は「
憲
法
」を
更
に
研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
地
方
自
治
」に
関
し
て
も

新
た
な
視
点
で
の
発
見
を
し
、成
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

山田 善久教授
三修社　共著　2012 年1月

　昔は硬式テニスやゴルフなどをしていましたが、全くものになりませんでした。
最近では、健康維持のために、あまり行けてはいませんが、プールに通っていま
す。また、趣味？、なのかは微妙ですが、ワークライフバランスを実現すべく毎週末
は料理を作っています。この写真の料理
は、炒飯、トマトと卵のスープ、餃子、春巻
き、エビマヨと撮影のために少し頑張って
作ってみました（笑）。好きな料理は写真の
とおりの中華料理、今後の課題は、フライ、
天ぷらともに海老を真っ直ぐに揚げるこ
と、から揚げをカラリと揚げることです。

趣味拝見

アクセス和独辞典 最新の本格的和独辞典。見出し約５万６０００
語。CASIO電子辞書版も同時発売。山田善久
教授はアクセス独和辞典（第３版）に引き続き、
共同執筆および編集委員を務めている。 

近著紹介

経済学部

―
 

学
び
が
拡
が
り

　
　

  

地
域
と
の
き
ず
な
を
深
め
る ―

　
２
月
７
日（
火
）本
学
は
岐
南
工
業
高
校
と
ア
ク

テ
ィ
ブ
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

岐
阜
岐
阜
駅
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
お
い
て
高
大
連

携
教
育
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
協
定
締
結

に
よ
り
本
学
は
、主
に
岐
南
工
業
高
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
協
力
、ま
た
、同
校
の
職
員
の
研
修
、父
母

向
け
の
講
座
な
ど
を
開
催
し
、社
会
貢
献
に
務
め

ま
す
。

　
調
印
式
に
は
、岐
南
工
業
高
等
学
校
豊
田
陽
一
郎

校
長
、本
学
谷
江
幸
雄
学
長
ら
、同
校
、同
大
学
の

関
係
者
、１４
名
が
出
席
。豊
田
校
長
は
、「
岐
阜
経

済
大
学
の
広
範
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
が
充

実
す
る
」と
期
待
。谷
江

学
長
は
、「
地
域
に
有
為

な
産
業
人
材
育
成
に
協

力
し
た
い
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、5
月
7
日（
月
）

に
は
岐
阜
県
立
飛
騨
高

山
高
校
と
、ひ
だ
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、高
大

連
携
教
育
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。地
域
で
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
、当
面
は
本
学
が

飛
騨
高
山
高
校
の
商
品
開
発
の
授
業
に
協
力
す
る

こ
と
を
、事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。本
学
は
、飛
騨
地
域
で
は
高
山
市
、下
呂
市
と

地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

地
域
連
携
の
協
力
関
係
も
今
後
、連
携
事
業
に
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
に
は
、飛
騨
高
山
高
校
坂
上
修
校
長
、本

学
谷
江
幸
雄
学
長
ら
、両
校
の
関
係
者
10
名
が
出

席
。坂
上
校
長
は
、「
大
学
の
力
を
借
り
本
校
の
魅

力
を
増
や
し
、教
育
力
の
一
層
の
向
上
を
図
り
た

い
」と
今
後
の
期
待
を
述
べ
、谷
江
学
長
は
、「
地
域

社
会
を
担
う
人
材
育
成
に
協
力
し
た
い
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
岐
阜
経
済
大
学
ユ
ニ
ー
ク・プ
ラ
ン

制
度
を
活
用
し
、マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
の
学
生
グ

ル
ー
プ
が
作
成
し
た「
荘
川
そ
ば
め
ぐ
り
」マ
ッ
プ
が

完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
は
中
村
剛
士
さ
ん（
経
済
学

科
4
年 

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身
）が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
、荘
川
地
域
を
応
援
す
る
た
め
企
画

し
た「
荘
川
”お
お
え
ん
“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
は
荘
川
の
特
産
品
で
あ
る「
そ
ば
」の

店
を
紹
介
し
た
A
3
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、荘
川

に
あ
る
全
て
の
そ
ば
店（
5
店
舗
）を
紹
介
し
て
い
ま

す
。特
徴
と
し
て
は
、学
生
が「
若
者
な
ら
で
は
」の

視
点
で
、楽
し
く
荘
川
そ
ば
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る

こ
と
で
す
。マ
ッ
プ
は
各
そ
ば
店
、道
の
駅
や
観
光
協

会
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
作
成
し
た
学
生
は「
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、私

た
ち
が
実
際
に
そ
ば
を
食
べ
、店
主
の
方
か
ら
お
話

を
聴
き
、そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
過
程
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
こ
と
で
、店

主
の
方
の
、そ
ば
に
か
け
る
想
い
や
こ
だ
わ
り
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
は
学
生
目

線
で
、こ
れ
ま
で
の
荘
川
に
は
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

目
指
し〝
元
気
さ
〞を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、本
当
に
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
協

力
に
よ
っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。こ
う
し
た

つ
な
が
り
を
今
後

の
活
動
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

●
荘
川
お
お
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

中
村

　剛
士（
経
済
学
科
４
年 

愛
知
産
業
大
学
工
業
高
校
出
身
）

飯
山

　拓
磨（
経
済
学
科
４
年 

高
岡
商
業
高
校
出
身
）

林

　
　悠
介（
経
済
学
科
３
年 

岐
阜
農
林
高
校
出
身
）

山
口

　
　信（
経
済
学
科
3
年 

粉
河
高
校
出
身
）

飛騨高山高校との調印式

そばマップを持つ山口さん（左）と
中村さん（右）

場

　
　所
　
岐
阜
経
済
大
学
　
6
号
館
1
階・6
1
0
2
教
室

講
座
日
程
　
6
/
5
〜
7
/
24
の
毎
週
火
曜
日（
連
続
８
回
）

18
：
00
〜
19
：
30

問
合
せ・申
し
込
み
先
　
岐
阜
経
済
大
学
総
務
課

T
　E
　L
　
0
5
8
4
ー
7
7
ー
3
5
1
1（
代
）

テ
　ー
　マ

① 

福
祉
工
学
の
課
題
に
つ
い
て

② 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
？

③ 

P
．F
ド
ラ
ッ
カ
ー
管
理
論
の
本
質

④ 

業
績
不
振
に
み
る
企
業
の
病 

〜
経
営
組
織
論
へ
の
招
待
〜

⑤ 

人
と
心
を
通
い
合
わ
せ
る
た
め
の
言
葉
と
し
て
日
本
語
を
考
え
る

⑥ 

多
文
化
共
生
社
会
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
大
垣
共
立
銀
行
開
催
講
座
】

⑦ 

日
本
経
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

⑧ 

ス
マ
ホ
で
変
わ
る
私
た
ち
の
く
ら
し

※
詳
し
く
は
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
大
連
携
協
定

高
大
連
携
協
定

岐
阜
県
立
岐
南
工
業
高
校
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高
山

高
校
と
教
育
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

伝
え
た
い
！ 

学
生
か
ら
見
た
豊
か
な
集
落

〜
荘
川
お
お
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
報
告
書

ユ
ニ
ー
ク
・
プ
ラ
ン
報
告
書

今
年
の
テ
ー
マ
は「
現
代
の
経
済
・
社
会
を
つ
か
む
」

か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
2

を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
・
受
講
受
付
中
）

か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
2

を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
・
受
講
受
付
中
）

岐南工業高校との調印式
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地域スポーツマネジャー資格、59名を認定。地域スポーツマネジャー資格、59名を認定。

　本学経営学部は、2008年に「地域スポーツマネジャー」
資格を創設しました。その後4年間をかけ、一定の単位取得
など必要な要件を満たした、学生59名に初めて同資格を認
定しました。地域の市民スポーツ大会、学校体育大会、国民
体育大会、あるいは企業と協賛したスポーツイベントなどの
運営に関するノウハウを持ち、それを実行・評価す
ることができる人材です。今後、地域スポーツの発
展などへの貢献が期待されます。
　資格取得者の人数がもっとも多い大野貴司ゼミ
を訪ね、棟田雅也さん（スポーツ経営学科4年次生 
福井商業高校出身）に抱負を聞きました。「私は、
もともとスポーツイベントをマネジメント（企画・
プレゼン・実施・評価など）したいと考えていまし

た。この学習によって、スポーツイベントを行う能力やコ
ミュニケーション能力なども十分身についたと感じていま
す。将来は、地域での様々なスポーツの普及や、地域住民の
みなさまの生涯スポーツにも貢献したいと考えています。」
と語ってくれました。

経済学科企業人育成コースの講師として太平洋工業株式会社の鈴木副社長をお招きしました。経済学科企業人育成コースの講師として太平洋工業株式会社の鈴木副社長をお招きしました。

　5月10日、経済学部経済学科企業人育成コースの「地域
企業研究Ⅰ」において、太平洋工業株式会社鈴木千可司副社
長を講師としてお招きしました。
　鈴木副社長は、「太平洋工業株式会社が、どのような会社
なのかを理解してほしい」と、会社の概要、事業展開の歴
史、海外事業展開等について詳しく説明。引き続き、プレス
製品事業、樹脂製品事業、バルブ製品事業、TPMS事業（タ
イヤ空気圧監視システム）と、それぞれにおける太平洋工業
株式会社の技術力や商品シェア、創業80年のあゆみ、企業
理念など90分にわたり、熱意に溢れた講義を展開してくだ
さいました。「現代の市場の変化の激しさ、東南アジア諸国
などの急速な台頭などにより、好むと好まざるとにかかわら
ず国際化を進めなければならない」、「進出した先では、そ

の地域に貢献できる事業を展開することが事業の継続につ
ながる」など企業のトップの言葉に学生達もメモを取りなが
ら聞き入っていました。
　鈴木副社長には、講義終了予定を約１時間超えて、学生達
の質問一つ一つに丁寧に答えていただきました。さらに学
生達に、「学業にも遊びにも一生懸命に取り組み、社会に貢
献できる人材になってほ
しい」と、メッセージもい
ただきました。なお、太平
洋工業株式会社小川信也
代表取締役社長には、本
学の理事・評議員を務め
ていただいています。

第46回（2012年度）入学式を挙行しました。第46回（2012年度）入学式を挙行しました。

　4月3日（火）2012年度入学式を実施し、経済学部、経
営学部生、大学院、留学生別科を加え、336名が入学しま
した。
　谷江幸雄学長が「専門的知識や技能を修得するとともに、
あわせて人間性豊かな素養を高め、知性を磨いてほしい。」
と式辞を述べ、土屋嶢理事長は「学生生活が意義あるもの
となるよう、自分の成長の可能性を信じてチャレンジしてく
ださい。」と激励しました。在学生を代表し、学生会議長の
浅野千夏さん（臨床福祉コミュニティ学科4年　大垣桜高校
出身）は、「４年間という学生生活を、有意義に過ごし、また
生涯助け合える友人を見つけてください。」と激励、新入生
代表の宮川昂久さん（経済学科1年　多治見高校出身）は、
「私たち新入生一同は、歴史と伝統ある岐阜経済大学の学
生であることに誇りを持ち、その名に恥じぬよう学生生活を
送りたいと思います。」と決意を語りました。
　式後は、学生表彰式・サッカーC級コーチ修了証授与、全

体クラブ紹介、食堂での新入生歓迎会などがあり、父母向け
には、竹内治彦本学キャリア支援部長による「現実から理想
への架け橋　―本学キャリア教育の役割―」と題した講演な
ども行われました。

日本サッカーC級コーチ修了証授与式を行いました。日本サッカーC級コーチ修了証授与式を行いました。

学内就職セミナーを開催しました。学内就職セミナーを開催しました。
　2月8日（水）、大垣フォーラムホテルにおいて、製
造、運輸、金融など約60社の企業をお招きし、学内就
職セミナーを開催しました。参加した学生は約250名。
それぞれ関心を持つ企業のブースを訪ね、担当者の説
明に熱心に耳を傾け、積極的に質問するなど真摯な姿
が印象的でした。このセミナーでは、学生は、十分な時
間をかけて、企業の人事担当者と話ができるため、自分
の希望する業界や職種に対する知識を拡げ、企業の採
用担当者と、よりコミュニケーションを深めることがで
きるなどのメリットがあります。相談を終えた学生に感
想を聞いたところ、田原靖彪さん（スポーツ経営学科3
年 大垣日大高校出身）は、「多くの企業の担当者の方々
から様々な話をお聞きし、自分の中の視野が広がりまし
た。」と語っていました。なお、学生達は、午前中に学内
で出陣式を行い、全員で気勢を上げた後、このセミナー
に臨みました。また、学内では女子学生対象のメーク
アップ講座も実施しました。

谷江学長が中国の協定大学を
歴訪しました。
谷江学長が中国の協定大学を
歴訪しました。
　谷江幸雄学長ならびに杉山一也准教授は3月21日
（水）から3月23日（金）に、中国協定大学を歴訪しま
した。本学と協定を結んでいる中国の大学は、上海財
経大学（上海市）と江西師範大学（江西省）の２校で、
両校との関連強化のために訪問したものです。
　上海財経大学では、周副学長先生方5名と面会し、
今後の更なる留学生交流等、両学の交流の発展を約束
しました。
　江西師範大学は、本学の卒業生 丁 勇氏（現 江西師
範大学 国際教育学院 講師）の尽力により本学との教
育学術交流協定が締結されましたが、学長の訪問は今
回初めてのことでした。江西師範大学では梅学長先生
はじめ9名の先生方と会談を行い、広大なキャンパス
の学習環境はすばらしさを体感し、本学学生諸君の交
換留学を促進したいとの思いを強くし帰国の途につき
ました。今後も両大学との交流・発展が益々期待され
ます。

　4月3日（火）の入学式終了後、サッカーC級コーチの修了証
授与式を開催しました。本学経営学部スポーツ経営学科には、
「コーチング演習」と「トレーニング演習」のサッカーC級コーチ
資格取得授業が開講されており、大学の授業科目として単位を
取得すると同時にC級資格の取得が可能です。両科目とも本学
経営学部の高橋正紀教授（本学サッカー部監督）と勝野正之講
師が担当しています。
　2011年度は、15名（全員経営学部スポー
ツ経営学科4年次生）が所定の要件を満たし、
修了証を受け取りました。（認定証は、後日、日
本サッカー協会から送られ、日本体育協会から
も公認指導員としての認定を受けます。）
　このサッカーC級コーチは、12歳以下の子
どもを対象にサッカーを指導する日本サッ
カー協会公認の資格です。このC級コーチ資
格をスタートとして、B級コーチ、A級コーチ、
S級コーチと上位へのコーチ資格の道が開け
ています。

　今回C級資格を取得した、スポーツ経営学科4年生の松嶋
悠介君（長野南高校出身）は「もともと子どもが好きなので、
自分の好きなサッカーで、子ども達と係わることができるこ
の資格を取りました。」同、大城正志君（宜野湾高校出身）は、
「卒業しても、サッカーを続けながらこの資格を活かし、子ど
もたちにサッカーの素晴らしさ、楽しさを教えたい」と話して
いました。
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開催日

地　区
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開始時刻
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総会・
父母懇談会(本学) 沖縄会場浜松会場

　総　会　 ：10時
父母懇談会：11時 11時13時

岐阜経済大学
大垣市北方町5-50
☎0584-77-3511

ホテルＪＡＬシティ那覇
那覇市牧志１-３-７０
☎098-866-2580

アクトシティ浜松
浜松市中区板屋町111‐1
☎053-451-1111
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違
う
大
学
の
授
業

を
体
験
し
て
で
き
る「
ゼ
ミ
体
験
」、情
報
施
設
や

体
育
館
・
図
書
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
学
習
環

境
を
見
学
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、マ
ン
ス
リ
ー
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

参
加
者
の
あ
ら
ゆ
る
疑
問
質
問
に
個
別
に
お
答
え

し
、見
た
い
と
こ
ろ
を
ご
案
内
し
ま
す
。大
学
選
び

の
一
歩
と
し
て
岐
阜
経
済
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
す
る
よ
う
後
輩
に
す
す
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●７月２９日(日)　●８月１９日(日)
●９月９日(日)　　●１０月７日(日)

大学祭オープンキャンパス
●１１月１７日(土)・１８日(日)

クリスマスオープンキャンパス
●１２月２２日(土)

マンスリーオープンキャンパス
●６月９日(土)　●１月１２日(土)　●２月９日(土)

スプリングオープンキャンパス
●３月２０日(祝・水)

スポーツオープンキャンパス
●３月　陸上競技記録会を実施する。

81
vol.

● 

2
0
1
2
年
4
月
1
日
付

● 

2
0
1
2
年
4
月
1
日
付

● 

2
0
1
2
年
4
月
1
日
付

田
中 

俊
彦 

入
試
広
報
課
長（
入
試
広
報
課
長
補
佐
）

● 

2
0
1
2
年
5
月
1
日
付

● 

2
0
1
2
年
5
月
1
日
付

● 

2
0
1
2
年
5
月
10
日
付

2012
年度

16GKU NOW ! vol.81

Vol.81
発
行
／
岐
阜
経
済
大
学
企
画
広
報
課
　
発
行
日
／
2012年

6月
1日
　
印
刷
／
サ
ン
メ
ッ
セ
株
式
会
社

岐
阜
経
済
大
学
　
〒
503-8550 岐

阜
県
大
垣
市
北
方
町
5-50　

TEL.0584-77-3534　
FAX.0584-81-7807　

U
RL http://w

w
w
.gifu-keizai.ac.jp/　

E-m
ail  kikaku@

gifu-keizai.ac.jp


